
 

3-2-3 基本設計図 

 

基本設計図面一覧  

図面番号  図面の名称  縮  尺  

1  ダハブ堰計画一般平面図  1： 1,500 

2  ダハブ堰計画詳細平面図  1： 300 

3  ダハブ堰計画縦断図  1： 300 

4  ダハブ堰計画正面図  1： 300 

5  ダハブ堰併設橋計画図  1： 300 

6  ダハブ堰締切堤計画図  図示  

7  ダハブ堰右岸護岸工計画図  1： 300 

8  ダハブ堰管理棟計画平面図  1： 150 

9  ダハブ堰管理棟計画断面図  1： 150 

10 ダハブ堰ゲート設備一般図  1： 300 

11 ダハブ堰ゲート扉体計画図  1： 80 

12 ダハブ堰ゲート開閉装置計画図  1： 100 

13 ダハブ堰角落し計画図  1： 100 

14 ダハブ堰単線結線図  1： 3 

15 ダハブ堰制御機器系統図  1： 3 

16 ダハブ堰仮設計画平面図  1： 1,500 

17 ダハブ堰仮締切計画図  1： 600 

18 ダハブ堰仮桟橋計画図  1： 600 
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3-2-4 施工計画／調達計画 

3-2-4-1 施工方針／調達方針 

 (1) 施工方針 

 a)事業実施主体 

本事業はダハブ堰の改修であり、既設堰構造物の改修と、ゲートおよび操作機械設備の製作据

付と操作機器を収納する管理棟の建設を含んだ土木施設の建設である。相手国の実施機関は水資

源灌漑省灌漑改善局(IIS)である。プロジェクトを円滑に進めるため、水資源灌漑省灌漑改善局は、

日本のコンサルタントと密接な連絡及び協議を行い、本プロジェクトを担当とする責任者を選任

する必要がある。選任された責任者は、本プロジェクトサイトの既存堰ゲートの修繕、仮設用地

の整地、インフラ整備等の「エ」国側の負担事項を遅延なく実施する必要がある。 

 b)コンサルタント 

本プロジェクトの土木施設建設及び機材調達を実施するために、日本のコンサルタントが水資

源灌漑省灌漑改善局と設計監理業務契約を締結し、本プロジェクトに係る実施設計と施工監理業

務を実施する。また、コンサルタントは入札図書を作成すると共に、水資源灌漑省灌漑改善局に

対し入札業務を代行する。 

 c)工事請負業者 

我が国の無償資金協力の枠組みに従って、公開入札により選定された日本国法人の工事請負業

者が本プロジェクトの土木施設建設及び機材調達を実施する。工事請負業者の選定に関しては、

本プロジェクトの完成後も引続き施設の補修･修理時の対応等のアフターサービスが必要であり、

当該施設の引渡し後の連絡及び調整についても十分に配慮して決定する。 

 d)技術派遣の必要性 

工期 22 ヶ月を要する本プロジェクトの施設建設は、大規模な仮設工事や堰体工事及びゲート

設備の設置等からなる工事である。これらの工事に係る工法の確実な実施と工程管理は重要であ

ることから、日本人技術者の派遣が必要である。 

 e)施設施工方針 

現地の材料、資機材を効果的・効果率に用い、スムーズな施工とコスト縮減に努める。 

 (2) 調達方針 

本計画の施工において、内陸輸送、建設機械の調達や、建築仕上げ工事、土工事、建設資材お

よび労務の調達などの分野で現地建設業者の活用を計画しコスト縮減に努める。 
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3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項 

(1) 施工上の留意事項 

本計画の施工において、特に留意を要する事項は以下のとおりである。 

(a) 工事中の水路の制水、通水管理 

本計画で建設する堰は、全長 88mの既設堰の左岸側約 54mを撤去して新堰(水門 4門)を建設す

る計画である。工事期間中は既設堰右岸側約 34m間の既設水門 8基を利用してバハルヨセフ灌漑

水路の制水・通水管理を行わなければならない。したがって、｢エ｣国側は現在使用できない既設

ゲートを修理し維持管理を行う必要がある（右岸側 8門分）。 

(b) 二重鋼矢板仮締切工の施工 

新堰の築造では、水路内を鋼矢板二重締切により施工ヤードを設けて堰を建設するが、締切の

止水機能、安定性を確保するため、適切な矢板の根入れ長や矢板部材の選定及び慎重な施工管理

が求められる。 

(c) 既設公共施設への対処 

既設堰上には、工事に支障となる付設された既設電気､水道､通信施設はないが、工事ヤード内

にある地元住民のレクリエーション施設である樹木は存置するため、工事中の配慮が必要である。 

(d) 工事中の環境対策 

工事中は水路の汚濁等の抑止処置を講じることとし、仮締切工事にはオイルフェンスを設置す

る。 

(e) 仮廻し道路および仮設橋による通行の確保 

工事に伴い、既設堰を撤去する前に既設堰上に設けられた道路の迂回路を提供し交通を確保す

る必要がある。その構造規模の計画にあたっては現況交通以外に工事に伴う車両・機械の通行、

資機材の搬入車両等にも供することを考慮する必要がある。 

(f) 仮設ヤード確保 

工事中の仮設ヤードは、官地である左岸中州と右岸下流にあるミニア地方潅漑局所有の建屋の

周囲を利用する計画であるが、着工前に使用範囲を「エ」国側に確認する必要がある。また、舟

通しに関して埋設許可を得ているが、本工事で埋戻しに使用する材料について改めて確認する必

要がある。 

(2) 調達上の留意事項 

輸入資機材の内陸輸送は日本側が負担し、荷揚げ港のアレキサンドリアからプロジェクトサイ

トまではトラック輸送とする。尚、プロジェクトサイトへの長大資機材を搬出入する場合は、現

地の道路事情から右岸側からの搬出入となる。 
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3-2-4-3 施工区分／調達・据付区分 

(1) 用地の収用・借用 

本計画の施設のための土地収用は発生しない。仮設工事に必要な用地は工事用敷地内に｢エ｣国

側が用意するが、日本人および現地技術者などの雇用員用の宿所は近隣の民家を借り上げ改修し

て使用する計画とする。また、カイロなどから雇用する技能工や作業員用の労務用宿舎はコンク

リートブロック、天井は木トラスとトタン屋根材を使用して現場近くに設ける計画とする。 

尚、工事中の発生土やコンクリートガラの一部は船通へ投入する計画である。 

以下に仮設ヤード等に関する両国の施工区分を以下に示す。 

仮設ヤード施工区分 ※「日」国：日本国側負担、 「エ」国：「エ」国側負担 

  場所準備・使用許可 土地代 整地 整備 埋戻 復旧 

中 州 「エ」国 「エ」国 「エ」国 「日」国 不要 「日」国 

舟通し 「エ」国 「エ」国 不要 不要 「日」国 不要 

 

(2)輸入資機材の内陸輸送負担先 

輸入資機材は、日本より海上輸送されアレキサンドリア港に到着後、日本側の負担により内陸

輸送される計画である。 
主要資機材調達区分表 

調 達 区 分
種 別 資 機 材 名 

現地 日本 
備考（調達理由） 

H 形鋼 ○  100～250mm 

H 形鋼  ○ 300mm 以上は現地調達不可のため 

シートパイル  ○ 比較検討の結果日本からの損料計上 

覆工板  ○ 現地調達不可のため 

有刺鉄線 ○   

異形鉄筋 ○   

高張力タイロッド  ○ 現地調達不可のため 

セメント ○   

細骨材 ○   

粗骨材 ○   

混和剤 ○   

石材料 ○   

木材 ○   

合板  ○ 転用が可能で、品質も確保できるため 

鋼製足場支保工材  ○ 現地調達不可のため 

アスファルト ○   

橋梁支承・伸縮装置  ○ 現地調達不可のため 

手すり・高欄 ○   

ガソリン・軽油 ○   

工
事
用
資
材 

オイル ○   

水門機械設備  ○ 上記[ゲート機材]理由による 
機材 

水門受配電・制御設備  ○ 上記[ゲート機材]による 

※本調達計画では、第 3国からの調達は必要ないため、上記記載から除外する。 
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主要建設機械調達区分表 

調 達 区 分
種  別 資 機 材 名 

現地 日本 
備考（調達理由） 

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ(15t) ○   

ﾊﾞｯｸﾎｳ (山積 0.8m3) ○   

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ (10t) ○   

ﾄﾗｯｸ (11t)・ﾄﾚｰﾗｰ (20t) ○   

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ (50t)・ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ (25t) ○   

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ(8-20t)・振動ﾛｰﾗｰ(10t) ○   

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏｰ (電動式 60kW)  ○ 特殊機械のため 

ｳｵｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ (14.7Mpa,325 /min)  ○ 特殊機械のため 

地盤改良機械 (CJG ﾏｼｰﾝ)  ○ 特殊機械のため 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ (30m3/hr)  ○ 短期間に調達する必要があるため 

ﾐｷｻｰ車 (4.4m3) ○   

発電機 (75kVA) ○   

発電機 (200kVA)  ○  

建
設
機
械 

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ(15t) ○   

※本調達計画では、第 3国からの調達は必要ないため、上記記載から除外する。 

(3)受電設備の施工区分 

工事期間中における電力は、堰地点右岸側から道路沿いに約 350mの箇所まで送電されており、

300kVA の電力供給を利用できることから、これを工事用の基本電力源として利用する。ただし、

現地では停電が 1,2 週間に 1 回の割合で停電を生じているとのことであるため、鋼矢板打設工事

やディープウエル工事のように、短期間に集中して電力を必要とし停電による突然の電力供給の

停止は大事故を引起す可能性があるため、これら工事の施工期間中は別途発電機を各々の工事期

間のみに設ける計画とする。 

また、長期にわたり定常的に電力が必要となる仮設ヤードの工具・照明・労務宿舎やコンクリ

ートプラント用の電気は、買電と停電時の予備電源としての発電機を設置する計画とする。 

尚、援助国、被援助国の受変電設備に関する各々の負担行為は下表を計画する。 

   受電設備施工区分                      ※「日」国：日本国側負担、 「エ」国：「エ」国側負担 

 作業内容 調達 据付 撤去 

仮設用受電設備とサイト内配線 「日」国 「日」国 「日」国1.工事中の 
 仮設受電設

備 
右岸側 350m 先の低圧電源からのケーブ
ルの延長と接続 

「エ」国 「エ」国 「エ」国

本設用変圧器と遮断機とサイト内配線 「日」国 「日」国  
2.完成時の 
 受電設備 右岸側 700m 先の高圧送電線からの高圧

ケーブルの延長と接続 「エ」国 「エ」国  
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3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

(1) コンサルタントの設計施工監理 

詳細設計及び入札図書作成のため、下記の要員を計画する。 

・コンサルタント実施設計要員計画 

期間(M/M) 
職 種 

格

付 現地 国内 合計
担 当 

業務主任者 
(統括) 2 1.33 2.50 3.83 各分野の設計内容の取りまとめ、実施設計及び入

札図書の作成を行う。 
土木技師 A 
(土木工事仕様書作成) 3 1.00 4.50 5.50 詳細設計の結果に基づき、土木構造物及び建築物

に関する仕様書の作成を行う。 
土木技師 B 
(土木構造設計) 3 － 4.50 4.50 土木構造物の設計を担当する。主要構造物の構造

計算、図面作成を行う。 
土木技師 C 
(土木構造設計) 4 － 4.00 4.00 土木構造物の設計を担当する。付帯構造物の構造

計算、図面作成を行う。 
土木技師 D 
(土木構造設計) 4 － 3.50 3.50 土木構造物の設計を担当する。詳細図面の作成、

数量計算を行う。 
土木技師 E 
(積算･調達計画) 4 － 3.00 3.00 実施設計の結果に基づき、基本設計時に行った積

算の見直しを行う。 
建築技師 
(建築基礎設計) 3 － 1.00 1.00 建築構造物の基礎の設計を担当する。構造計算、

数量計算を行う。 
建築技師 
(建築設計) 3 － 2.50 2.50 建築構造物の設計を担当する。構造計算、数量計

算を行う。 
機械技師 A(機械設計、
ゲート製作及び据付仕

様書作成) 
3 0.83 2.50 3.33 

ゲートの仕様の決定、構造計算、図面作成及び数

量計算を行う。更に詳細設計に基づき、ゲートの

製作･据付に関する仕様書の作成を行う。 
機械技師 B 
(ゲート据付計画・積算) 3 － 2.50 2.50 詳細設計の結果に基づき、ゲートの据付に関する

計画及び積算を行う。 
電気技師 
(電気設計) 3 － 2.50 2.50 詳細設計の結果に基づき、電気設備関係の仕様書

を作成する。 
入札図書 3 － 2.50 2.50 実施設計の結果を入札図書として集成する。 

図工 6 － 3.50 3.50 土木構造物、建築構造物、ゲート、電気設備に関

する詳細図面作成、図面のとりまとめを行う。 

技術員 6 － 3.50 3.50 土木構造物、建築構造物、ゲート、電気設備に関

する構造検討及び数量計算の補助を行う。 
合計 3.16 40.00 43.16  

 

施工監理においては、本工事が安全且つ円滑に実施されるように要員計画を行う。特に、本工

事は既設堰の一部を撤去し新設堰の建設を行う計画であることから、常駐監理者には潅漑施設の

設計施工及び施設の維持監理の知識を有する技術者を選定する必要がある。また、ゲート設備が

安全に設置され機能が十分に発揮されるために、据付、調整の指導監理を行う専門技術者を選定

する必要がある。以上を踏まえ、以下及び次項に要員計画を示す。 
・コンサルタント入札業務要員計画 

期間(M/M) 
職 種 格

付 現地 国内 合計
担 当 

業務主任者(統括) 2 0.33 0.25 0.58 入札業者の審査及び入札評価、技術評価を行う。

土木技師 A 3 0.33 0.25 0.58 入札業者の審査及び入札評価、技術評価を行う。

合計 0.66 0.50 1.16  
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・コンサルタント施工監理要員計画 

期間(M/M) 
職 種 格

付 現地 国内 合計 担 当 

施工技術監理者 2 1.00 － 1.00 工事開始時期及び工事終了時期における立会い及
び関係機関との調整を行う。 

常駐施工監理 3 22.00 － 22.00 

土木、建築、機械、電気設備工事の全般にわたり、
現地における立会人及び調整、工程、品質、安全
に関する助言を行う。土木、建築関係図面、設計
変更等の承認及び維持管理運営方法の助言指導を
行う。 

建築技師 3 1.50 － 1.50 

工事工程の必要時期にスポット配置し、契約者へ

の助言指導を行う。建築工事における基礎工事の

立会い、助言及び上屋工事の「エ」国への引継ぎ

を行う。 

機械技師 3 2.00 0.15 2.15 

工事工程の必要時期にスポット配置し、契約者へ
の助言指導を行う。特に水門組立、据付の立会及
び調整、品質、安全に関する助言を行う。機械関
係図面の承認を行う。 

電気技師 3 2.00 0.15 2.15 

工事工程の必要時期にスポット配置し、契約者へ
の助言指導を行う。特に巻上機組立、据付の立会
及び調整、品質、安全に関する助言行う。また、
ゲート設備全体の調整に関する立会い、助言を行
う。電気関係図面の承認を行う。 

完成検査員 3 0.23 － 0.23 完成検査を行う。 

合計 28.73 0.30 29.03  

 
尚、ゲート設備に関する国内作業、現地作業内容について以下に補足する。 

・機械、電気技師(3 号格)の施工監理作業内容 

種   類 内   容 

国内作業 国内における設計作業終了段階における図面の承認、機械･電気機器の製作検査
及び梱包仕様検査、輸出報告書の確認を行う。 

現地作業 図面の承認、開梱包検査立会、現場立会検査、竣工検査を行う。 

 

(2) 施工業者の施工管理計画 

本工事は、現地作業を主体とする土木工事と工場製作とその据付を主体とする大型ゲート工事

で構成されている。土木工事は優先的に現地の材料を利用し、現地の下請けや労務者を雇用して

行うので、この種の工事における充分な技術と経験を有し、かつ｢エ｣国における建設工事の経験

を有する常駐管理者を必要とする。 

また、｢エ｣国では工事経験の少ない鋼矢板二重締切の工事が実施されるため、鋼矢板の打設引

抜、二重締切工の施工、潜水作業を直接指導できる日本人技能工の派遣が必要であり、大規模な

コンクリート構造物の確実な施工と品質を確保するため、躯体工事の型枠、コンクリート工事の

品質（特に型枠の組立て精度、打継ぎ目処理技術等）の確保および高所における安全作業を指導

するために、日本からの技能工の派遣を計画する。 

尚、本堰に設置する大型の 2 段式扉ゲートは、日本特有のゲート型式であり他国では経験を有

しないゲート型式である。したがって、本ゲートを安全に据付けるために日本から経験ある技能
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工の派遣を計画し、ゲートの試運転時には専門指導員を日本から派遣する。 

したがって、以下のように、日本人技術者の配置を計画する。 

・常駐技術者要員計画 

職 種 格

付 
期間

（月） 担 当 

所長 3 22.0 工事全体の総括管理、安全衛生の管理、および施主との協議調

整 

主任技術者 3 21.0 
全工種間の総合的な施工管理・工程管理調整 
特にコンクリート製造、試験室業務、仮設工事、締切堤工事、

道路工事を直接担当 

施工管理者（土木） 4 16.0 仮設工事を含む堰本体構造物工事の施工・品質管理を担当 

施工管理者（建築） 4 2.0 管理棟基礎建設に関する品質・施工管理及び建築上屋設備との

調整を担当 

施工管理者（機械） 4 6.5 水門機械設備の品質・施工管理を担当 

施工管理者（電気） 4 4.0 水門および管理棟内の電気設備の品質・施工管理を担当 

事務管理者 4 22.0 資材の通関・輸送・雇用員の労務管理生活環境整備・安全衛生・

近隣対策を担当 

合計 93.5  

 

・日本人技能工の派遣内容 

職 種 期間
(月) 担 当 

鳶工 A 
(仮締切、仮設橋工事) 5.5 特に危険でクリティカルな作業となる仮締切工および仮設橋

設置に伴う鋼矢板、Ｈ型鋼やﾀｲﾛｯﾄﾞ・腹起しの設置撤去を担当
鳶工Ｂ 
(鋼矢板打設工事) 9.5 全工期にわたって鋼矢板の打設引抜・鋼矢板修理・転用・打抜

機械点検整備の作業を担当 
特殊作業員 A 
(地盤改良工事) 
特殊作業員 B 
(地盤改良工事) 

1.5 
 

1.5 

特殊な作業となる地盤改良(CJG工法)の工事を担当 
品質管理が要求され、特殊で経験を要する機械操作による工事
である。作業にあたっては、注入プラントの管理に 1名、注入
作業に 1名の人員が必要である。 

型枠工 A 
型枠工 B 

12.5 
7.5 

品質・精度が要求される制水堰本体構造物と管理棟建設の型枠
組立解体および鉄筋組立作業を担当  
内１名は本体構造物の他に護岸のコンクリート工事を担当 

設備機械工 
(水門機械据付工事) 5.5 大型水門機械設備の据付試運転作業を担当 

電工 
(電気設備据付工事) 3.5 水門の受配電・制御設備の据付試運転を担当 

特殊作業員 C 
(ゲート運転指導員) 1.5 通水前、通水後の水門動作の点検および運転指導（OJT）を担

当 
合計 48.5  
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(3) 工事連絡体制 

コンサルタント事務所と建設会社の現場事務所は施主が所有する既存の建物の１階を改修して

使用する計画とする。また、当該サイトは主要な資機材の調達先のカイロ市からは 260kmほど離

れているため、カイロ市内に連絡事務所として宿舎を借上げし、資機材の調達やアレキサンドリ

アからの輸送中継連絡などの業務を行える設備を整える計画とする。また、資機材調達輸送や施

主との協議連絡などの業務でカイロ市・ミニア市・サイト間の移動が頻繁になると予想されるた

め、それらの地理的条件を考慮した連絡用車両の配置を計画する。 

(4) 安全管理体制 

工事期間中は現地政府などの協力による十分な警備体制を整え、現場周辺、連絡用車両、事務

所、宿舎における通信設備、仮囲い、警備員などの警備施設及び体制を計画する。 

以下に保安要員の区分を示す。 

保安要員区分 

交通整理員 仮設道路 2名×20ヶ月 

仮設ヤード  昼夜 1名×3箇所×21ヶ月 保安員 

現場事務所 昼夜 1名×21ヶ月 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

土工事・コンクリート工事・機械電気工事について以下の品質管理を行う計画とする。 

・品質管理計画 

工種 管理項目 方法 頻度 
床付 
 
 

土質状況 
幅・高さ 
地耐力 

目視 
寸法・高さ測定 
平板載荷試験 

主要部位毎 
主要部位毎 
主要構造物 1回 

盛土 締固度 現場密度 400m2毎 

コンクリート 
 
 
 

骨材 
セメント 
ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ 
ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 

粒度試験 
物理的試験・化学的試験 
スランプ・空気量・塩化物
量 
圧縮強度試験 

3000m3毎 
1000 ﾄﾝ毎 
打設毎 
打設部位か 200m3毎

鉄筋 
 

強度 
配筋状況 

引張強度 
配筋検査 

200 ﾄﾝ毎 
打設部位毎 

構造物出来形 出来形寸法 寸法測定 主要部材毎 

機械設備 据付精度 
機能 

据付位置測定 
負荷運転試験 

全機器 
試運転時に全機器 
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

(1) 労務 

普通作業員はミニア市や近隣の町や村からの調達が可能であるが、ダハブ近郊で調達できる作

業員は建設工事に従事した経験がほとんどなく、技術力を有する作業員の調達は困難と判断され

る。したがって、技術者、運転手などの雇用員や大工、鉄筋工、左官などの一般的な技能工およ

び工事最盛期の不足分作業員はカイロ市からの調達を計画する。尚、これらの雇用員や技能工に

は基準賃金の他に通勤、遠隔地、などの手当てを支給する必要がある。 

(2) 工事用資材 

[一般建設用資材] 

セメント、鉄筋、木材、軽鋼製品、建具、換気照明設備などはエジプト国内での調達が可能で

あるが、ほとんどの資材は安定的に物資を入手できるカイロ市で調達し輸送する計画とする。 

尚、鉄筋はエジプト国内ではアレキサンドリア市のみで入手できるため、同市内の工場から調

達を計画する。 

[盛土材・骨材・石材料] 

盛土材・骨材や石材料の調達先は、サイト近郊、ミニア市やアシュート近郊の採取場を計画す

る。 

砂質埋戻材料 ：サイトから約 10km離れた砂漠道路沿いの採取場 
捨石・石積用石材料 ：サイトから約 30kmのミニア東岸地域 
コンクリート用砂 ：ヒバ近郊のエルバナーシャ（サイトから約 100km） 

※サイト近郊にも砂の採取場はあるが、材料試験の結果塩分

の含有量が多くコンクリート用には不適切と判断した。 
コンクリート用砂利 ：ダハブ堰地点より約 25kｍの箇所 

[鋼材料] 

H形鋼は H-250mmまでは現地市場での調達が可能であるが、それを超えるサイズのものは輸入

品となる。これらの材料はエジプト国内では生産されていないため、代理店を通して製作輸送を

発注し輸入することとなり、本工事に必要な資材が適時適切に入手、確保されることは困難と判

断される。 

したがって、H形鋼は H-250mmまでは現地調達とするが、それ以上の大型の鋼材は日本からの

調達を計画とする。 

[足場型枠材] 

現地建設会社のほとんどは、木製足場支保材料やバラ板の型枠材料を使用しており、木材料の

調達は可能である。一方、現地性の合板型枠は低品質であるため、繰返し使用ができない上、型

枠の精度に起因するコンクリート構造物の仕上げの品質は、エジプト国建設物とラフーン堰、マ

ゾーラ堰、サコーラ堰の品質と比べるとかなり劣ることを確認している。 
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したがって、合板型枠、鋼製足場支保工材は日本からの調達とし、木製の足場支保材料やバラ

板は現地調達を計画する。 

(3) 日本・第三国調達 

[特殊建設資材] 

エジプト国では、鋼矢板や大型型鋼材料、合板型枠資材などの特殊資材は、現地の調達事情に

示すように、納期を厳守した納品に不安があること、安定した数量を確保することが困難である

ことから日本での調達を計画する。また、特に資材の品質が要求され、エジプト国では調達が困

難である高張力タイロッド、橋梁支承は日本からの調達とする。 

[ゲート機材] 

本堰に設置されるゲートは、「エ」国の水資源政策に示される限りある水資源の有効かつ効率的

な利用方針との合致及び、ダハブ掛り受益地における無効放流の縮減を農業生産額に換算した投

資効果の検討から、2 段扉式ゲートが採用されている。本ゲートは、日本固有のゲート型式であ

ることから、製作技術、実績、品質の面から、ゲート設備機材一式を日本国内での調達とする。 

尚、本工事では、日本からの輸送のみであり第 3 国からの輸送計画は行わない。日本からエジ

プト国までは、インド洋、スエズ運河を介して約 1.5 ヶ月でアレキサンドリア港に到着する計画

である。アレキサンドリアでの荷揚げで荷揚げ通関には概ね 2 週間程度を要し、トラックやトレ

ーラにてカイロ市経由してダハブ堰地点まで運搬する計画とする。 

また、内陸輸送はアレキサンドリアからダハブ堰地点まで 2日程度で到着する計画である。 
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3-2-4-7 実施工程 

(1) 工事施工順序 

工事施工順序は下記のフローに示すとおりである。 
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(2) 主要工種の施工日数の計画 

当計画では、準備工事→仮設橋→仮設二重締切工→既設構造物撤去工・掘削工→コンクリー

ト工事→ゲート機械設備工事および検査・試運転→仮設二重締切撤去・通水切替→護岸工事

（締切堤）→付帯工（道路、電気）→仮設橋撤去→片づけ・引渡が工程上のクリティカルパ

スとなる。 

クリティカルパスの算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 工期の設定 

当計画の工程計画では、詳細設計、入札図書作成に約 6 ヶ月、入札・業者選定に約 3 ヶ月を計

画する。さらに実施施工は、準備工事→仮設橋→仮締切工→既設構造物撤去・堰体掘削→堰体構

造物築造→ゲート据付および試運転調整→仮締切撤去→締切堤・付帯工（道路工事、電気工事）

→仮設橋撤去→片づけ・引渡が工程上のクリティカルとなり、全体工程は 22ヶ月となる。 

尚、ゲート機械電気設備の製作と輸送および建築工事、道路工事などは構造物築造工事やゲー

ト据付試運転工などと並行して進められる。 

E/Nの日程を加味した全体工程を次項に示す。 

3-108



西
暦
年

月
7
8
9
1
0
1
1
12
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9

基
本
設
計
調
査
（
2
年
次
）

閣
議
承
認
（D
/
D
部
分
）

E
/
N
（
D
/D
部
分
）

エ
国
国
会
批
准

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
(D
D
)

日
本
政
府
契
約
認
証

詳
細
設
計
・
入
札
図
書
作
成

閣
議
承
認
（
本
体
部
分
）

Ｅ
／
Ｎ
（
本
体
部
分
）

エ
国
国
会
批
准

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
（
S
/
V
）

日
本
政
府
契
約
承
認

Ｐ
／
Ｑ
 公
示

Ｐ
／
Ｑ
 審
査

入
札
図
書
配
布

入
札

入
札
評
価
・契
約
交
渉

業
者
契
約

日
本
政
府
契
約
認
証

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾂ
現
地
入
り

受
注
業
者
現
地
入
り

ダ
ハ
ブ
堰
改
修
工
事

期
分
け

バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
灌
漑
用
水
路
ダ
ハ
ブ
堰
改
修
計
画
　
今
後
の
予
定
工
程
表
（案
）

2
00
8
年
度
（
平
成
2
0年
度
）

2
0
09
年
度
（
平
成
2
1年
度
）

2
0
07
年
度
（
平
成
1
9年
度
）

2
01
0年
度

T
E
R
M
Ⅰ

T
E
R
M
Ⅱ

T
E
R
M
Ⅲ

「
エ
」
国
･
国
会
休
会
期
間

7
月
中
旬

8
月
中
旬

9
月
初
旬

9
月
中
旬

9
月
中
旬

10
月
中
旬

1
0
月
下
旬

1
1
月
初
旬

1
1
月
初
旬

1
1
月
中
旬

1
1
月
初
旬

3-2-4-8 実施工程 
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3-3 相手国側負担事業の概要 

3-3-1 一般的負担事項 

1) 本計画の実施確定後、日本のコンサルタントが実施する詳細設計調査に対し、必要な資

料・情報を提供すること。 

2) 本計画によって整備される資機材の設置のために必要な用地の確保を図ること。 

3) 本計画資機材の運営に必要な電力等の施設を整備すること。 

4) 銀行取決めに基づき、銀行に対し必要な手数料を支払うこと。 

5) 本計画によって搬入される資機材について、陸揚げ、通関及び免税手続きを速やかに行う

こと。 

6) 本計画に基づく資機材の調達および日本国民による役務の提供に関し、「エ」国において

課せられる関税、国内税およびその他の財政課徴金を免除もしくは負担すること。 

7) 本計画実施のための役務を提供する日本国民に対し、その作業の遂行のための「エ」国へ

の入国および同国における滞在に必要な便宜を図ること。 

8) 本計画により整備された資機材を適切かつ効果的に維持・運用すること。また、日本側の
求めに応じ、資機材の運用状況を日本側に報告すること。 

9) 日本国による無償資金協力に含まれないその他すべての必要な経費を負担すること。 

 

3-3-2 相手国側負担事業 

1) 工事中においても、既設ダハブ堰右岸 8門のゲートを利用して、バハルヨセフ灌漑用水路

の制水、通水管理を行う必要があるため、既設右岸ゲート 8門を対象として、工事開始前

の修理および工事中の制水･通水管理を行うこと。 

2) 既設ダハブ堰上に付設された電気、水道、通信施設はダハブ堰左岸 12 門が撤去される前

に仮設橋に移設しておかなければならず、事前に施設の関係当局へ申請ならびに許可を得

て、移設が確実に工事工程に従い実施されるように関係当局と調整すること。 

3) 工事現場敷地内における仮設ヤード用地（約 6,700ｍ２）の使用許可手続きおよび整地工事

を工事着工前に完了すること。 

4) 工事現場敷地外における仮設ヤードの用地の確保･整地および土捨場を確保すること。 

5) 輸入資機材に係わる免税処置、および通関業務を行うために、充分な能力を有する業者の

選定ならびに工事開始前に完了すること。 

6) 右岸高圧送電線（11KV 高圧線）からの引込み工事（約 550ｍ）の工事着工前に完了する

こと。本設用受電設備は、これに接続し、土木工事および通水後のゲート設備運転に供す

る。 

7) 右岸町中にある既設電話線より管理棟までの引き込み線工事（約 550ｍ）。 

8) バハルヨセフ灌漑水路右岸近くまでひかれている既設水道管より管理棟までの引き込み
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工事（約 170ｍ）。 

9) ゲートを遠隔操作するための操作卓や非常電源用発電機を納める管理棟を中州下流側に

設ける。 

10) ２次水路において特に改修が必要とおもわれるラヒル水路（ダハブ堰より約 300ｍ上流

地点、受益面積 6,620Feddan（2,780ha）、2次水路延長 9.21km、計画通水路 2.08m3/sec、

現況通水可能量 1.40m3/sec）の断面改修工事（改修延長約 6.0km、水路浚渫土量約 8,200

ｍ３、法面成型約 21,800ｍ２）は、本工事完了までに終了すること（詳細次節参照）。 

11) 掘削土やコンクリートガラ等の処理について既設ダハブ堰閘門への投入埋立てが「エ」
国より許可されているが、工事期において本箇所の利用が確実に行えるように「エ」国側

にて先方関係機関への周知及び再確認を行うこと。 

3-3-3 2 次水路の改修計画 

(1) 現況 2次水路の通水能力 

現地調査結果の現況２次水路諸元から通水能力を検討すると、次表のとおりである。 

ラヒル水路以外の２次水路は、計画通水量に対して十分な通水能力を有していると評価で

きる。しかし、ラヒル水路は水路底幅が 1.50mと狭く、計画通水量：2.08 m3/secに対して現
況通水量は 1.40 m3/sec（比率 0.67）と推定される。従って、本水路について拡幅等の改修工
事が必要と思われる。 

表 3-1 2 次水路の諸元表 

受益面積 2次水路の名称 ｷﾛﾎﾟｽﾄ 
(km) 

Feddan ha 

水路延長
(km) 

計 画

通水量
(m3/sec)

水路底幅
(m) 

水深
(m) 

流速
(m)

現 況

通水量
(m3/sec)

通水量の

比率 

1 ｱﾗﾌﾞ･ﾍﾞﾆ･ﾊﾘﾄﾞ水路 39.30 2,130 890 7.35 0.67 2.00 1.40 0.27 1.30 1.94
2 ベニ･ハリド水路 42.60 2,550 1,070 7.10 0.80 3.00 1.53 0.32 2.23 2.78
3 メサ水路 62.36 300 130 2.10 0.10 1.50 1.46 0.34 1.48 15.19
4 アスマント水路 63.45 450 190 2.45 0.14 1.50 1.49 0.35 1.54 10.82
5 ｺｰﾙ･ﾊﾞﾗﾝｽｳﾗ水路 67.07 100 40 1.00 0.03 1.50 1.53 0.35 1.62 54.22
6 バランスウラ水路 67.37 250 110 2.80 0.08 1.50 1.37 0.28 1.35 16.35
7 ｴﾙ･ｿﾙﾀﾝ･ﾊｻﾝ水路 69.24 300 130 2.04 0.10 1.10 1.31 0.27 0.97 10.00
8 アル・ナブト水路 74.74 200 80 1.62 0.06 1.50 1.26 0.26 0.90 15.05
9 マブオウク水路 75.38 1,100 460 3.59 0.34 1.50 1.37 0.27 1.06 3.09
10 ﾏﾝｼｪｯﾄ･ｴﾙ･ﾀﾞﾊﾌﾞ水路 77.30 63,627 26,72 62.87 20.02 17.00 2.57 0.45 22.80 1.14
11 ラヒル水路 77.30 6,620 2,780 9.21 2.08 1.50 1.57 0.29 1.40 0.67
12 ガナビア・トク水路 77.30 2,600 1,090 14.65 0.82 1.50 1.47 0.28 1.22 1.50
13 ｴﾙ･ｶﾞﾅﾋﾞｱ･ｴﾙ･ｵｰﾗ水路 77.30 720 300 6.70 0.22 1.50 1.52 0.29 1.31 5.83

計 - 80,947 34,000 123.48 25.47 - - - 39.1 1.54
14 直接取水 - 7,543 3,170 0.00 2.38 - - - - -

合計 - 88,490 37,170 123.48 27.85 - - - - -

注) 開発調査報告書より、 

1. ダハブ堰掛の総用水量： Q = (226.50 + 11.50) – 210.15 = 27.85 m3/sec 

2. ダハブ堰掛の単位用水量： q = 27.85 / 37,170 x 1,000 = 0.749 l/sec/feddan 

3. 2次水路の水深： h = （各地点のバハルヨセフ水路水位） - （2次水路始点の水路底標高） 
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(2) 2 次水路の改修計画 

２次水路の中で、唯一現況通水能力が不足するラヒル水路は拡幅および浚渫により、計画

通水能力を確保する。ラヒル水路の改修計画は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

上 流 部 中 流 部 
項  目 記号 単位 

現 況 改修計画 現 況 改修計画
備 考 

断面形状 － － 台 形 台 形 台 形 台 形  
区間延長 L km 3.00 3.00 3.00 3.00  
水路底幅 B m 1.50 2.00 1.30 1.50  
水路天端幅 W m 7.42 8.28 4.70 5.50  
側  壁  高 H m 2.96 3.14 1.70 2.00  
側壁勾配 N － 1.00 1.00 1.00 1.00  

1/10,000 1/10,000 1/10,000 1/10,000  
縦断勾配 Ｉ － 

0.000100 0.000100 0.000100 0.000100  
粗度係数 ｎ － 0.030 0.030 0.030 0.030  
水      深 h m 1.57 1.75 1.30 1.60  
通水面積 A m2 4.82 6.56 3.38 4.96  
潤      辺 P m 5.94 6.95 4.98 6.03  
径      深 R m 0.811 0.944 0.679 0.823  
流      速 V m/s 0.29 0.32 0.26 0.29  
流      量 Q1 m3/s 1.40 2.11 0.87 1.45  

計画通水量 Q cm/sec 2.08 2.08 1.39 1.39 

 

ラヒル水路の改修計画工事数量： 

1. 水路浚渫（0.8m3級バックホー） 
上流部：（m当り Au = 0.50 x 3.14 + 1/2 (1.50 + 1.86) x 0.18 = 1.872m3/m）1.872 x 3,000 = 5,600m3 

中流部：（m当り Am = 0.20 x 2.00 + 1/2 (1.30 + 1.90) x 0.30 = 0.880m3/m）0.880 x 3,000 = 2,600m3 
水路浚渫 計 = 8,200m3 

2. 法面整形（0.8m3級バックホー） 

上流部：（m当り lu = 3.14 x 1.414 = 4.441m2/m） 4.441 x 3,000 = 13,300m2 

中流部：（m当り lm = 2.00 x 1.414 = 2.828m2/m） 2.828 x 3,000 = 8,500m2 
法面整形 計 = 21,800m2 
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3-3-4 相手国側実施予定事業 

バハルヨセフ灌漑用水路及び関連施設は、西ミニア灌漑局、機械電気局及び排水事業局により

維持管理・運営がなされている。バハルヨセフ灌漑用水路 2 次水路及び関連水路の施設の現況と

維持管理の現状と必要性は、表 3-2 に示すとおりである。一方、西ミニア灌漑局は、施設の維持

管理、灌漑地の拡大（灌漑地の水平拡大）、灌漑水の確保のため地下水ポンプの新設、末端圃場の

整備、バハルヨセフ灌漑用水路の 2次水路改修のため、表 3-3 に示す新 5ヶ年計画を策定した。 

これらの計画を年次別に整理すると下記のとおりである。 

表 3-2 バハルヨセフ灌漑用水路掛り水路施設整備・維持管理新 5ヶ年計画 

 

 

 

 

表 3-2 に示した各水路及び関連設備の施設及び維持管理の現状と上記 5 ヶ年計画より、「エ」

国側では今後 5ヶ年間に継続的かつ計画的に 2次水路及び関連施設などの整備計画を策定してい

ると理解できる。但し、今回提案したラヒル 2 次水路の改修計画は、表 3-3 に示した水路施設整

備・維持管理新 5 ヶ年計画には含まれていないため、本無償資金協力事業の相手国側分担事業と

して実施する必要がある。 

 

事業 2007/08 2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 5年間合計
灌漑用水還元施設整備（Tube Wells） 50 50 50 50 50 250
メスカ改良等末端圃場施設改修整備（IIP） 100 100 100 100 100 500
バハルヨセフ用水路西側施設改修整備 250 250 300 250 300 1,350
カマデールポンプ場新設および改修整備 62,032 800 200 300 200 63,532

年次計 62,432 1,200 650 700 650 65,632

（単位：1,000LE）
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2
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水
路
お
よ
び
関
連
施
設
の
現
況
と
評
価
 

水
路
・
施
設
名
称

 
取
水
施
設

 
水
 
路

 
評
価
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造
物
は
、
直
接
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
面
し
て
お
り
、

分
水
工
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面
は
、
き
れ
い
な
水
面
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る
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Ｈ
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台
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工
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造
物
に
は
、
劣

化
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み
ら
れ
る
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好
に
保
た
れ
て
い
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Ｆ
Ｈ
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ト
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閉
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ス
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に
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こ
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が
で
き
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
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る
費
用
に

て
行
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れ
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さ
れ
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ラ
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ベ
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ハ
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ド
水
路
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ハ
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ヨ
セ
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位
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リ
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と

に
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械
電
気
局
に
よ
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更
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さ
れ
て
い
る
。

 

水
路
の
上
流
は
、
側
法
が
崩
落
し
計
画
断

面
を
保
持
し
て
い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
通
水
断
面
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

末
端
近
く
で
は
、
水
路
の
断
面
が
確
保
さ

れ
て
い
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の
の
、
水
量
確
保
が
で
き
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に
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処
す
る
た
め
に
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圃
場
内
施

設
と
し
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下
水
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く
み
上
げ
る
ポ
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プ

の
設
置
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れ
る
。

 
機
械
電
気
局
と
の
協
同
作
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が
継
続
す
る
と
判
断
さ

れ
る
。

 

構
造
物
は
、
直
接
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
面
し
て
お
り
、

分
水
工
前
面
は
、
き
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な
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面
で
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る
。
Ｆ
Ｈ
式
分
水

工
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m
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台
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水
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プ
場
を
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設

し
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い
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分
水
工
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造
物
に
は
、
劣

化
が
み
ら
れ
る
が
形
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は
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｈ

式
ゲ
ー
ト
の
開
閉
は
ス
ム
ー
ス
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
費
用
に

て
行
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る

 
   ベ
ニ
・
ハ
リ
ド
水
路

 
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
の
水
位
が
低
下
し
た
と
き
に
運
転
さ

れ
る
揚
水
ポ
ン
プ
場
で
、
上
屋
が
な
く
、
操
作
盤
は
屋
外

型
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
揚
水
ポ
ン
プ
は
片
吸
い
込
み
ボ

リ
ュ
ー
ト
ポ
ン
プ
φ

50
0m

m
で
あ
る
。
ほ
ぼ

10
年
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と

に
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械
電
気
局
に
よ
り
更
新
さ
れ
て
い
る
。

 

水
路
の
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練
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張
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ン
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リ
ー
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に
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さ

れ
て
い
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流
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水
路
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内
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植
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ら
れ
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が
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通
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断

面
は
確
保
さ
れ
て
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る
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械
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気
局
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続
す
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と
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れ
る
。
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サ
水
路
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造
物
は
、
直
接
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
面
し
て
お
り
、
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水
工
前
面
は
、
き
れ
い
な
水
面
で
あ
る
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水
工
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落
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に
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ク
リ
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造
物
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。
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落
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さ
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。
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、
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ヶ
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れ
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造
物
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、
直
接
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水
路
に
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お
り
、

分
水
工
前
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は
、
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れ
い
な
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造
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。
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。
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、
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の
更
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は
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ヶ
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さ
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れ
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水
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・
施
設
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取
水
施
設

 
水
 
路

 
評
価

 

バ
ラ
ン
ス
ウ
ラ
水
路

 

構
造
物
は
、
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
か
ら
約

5ｍ
控
え
た
位

置
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
よ
ど
み
が
生
じ
植
生
が
見
受
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
ゲ
ー
ト

は
、
良
好
で
あ
る

 

上
流
部
は
比
較
的
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い

る
が
、
中
下
流
部
に
で
は
植
生
の
み
ら
れ

る
箇
所
が
あ
る
が
、
断
面
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
お
よ
び
分
水
工
前
面
の
植
生
除
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等
は
維
持
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費
に
て
、
分
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工
の
更
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は
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5
ヶ
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計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
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れ
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さ
れ
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造
物
は
、
直
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バ
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ヨ
セ
フ
水
路
に
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し
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お
り
、

分
水
工
前
面
は
、
き
れ
い
な
水
面
で
あ
る
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コ
ン
ク
リ
ー

ト
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造
物
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ゲ
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ト
は
、
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に
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る
。

 

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
地
区
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し
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か
、
水
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ま
で
植
生
の
み
ら
れ

る
部
分
が
あ
る
。
水
路
内
に
は
植
生
が
な

く
、
通
水
断
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る

 

水
路
の
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面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
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工

の
更
新
は
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ヶ
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計
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に
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れ
て
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さ
れ
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ヨ
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フ
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が
あ
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水
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ら
れ
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好
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る
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れ
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が
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積
は
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て
い
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。

 

水
路
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等
は
維
持
管
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に
て
、
分
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工

の
更
新
は
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5
ヶ
年
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に
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さ
れ
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費
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れ
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さ
れ
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ロ
ウ
ク
水
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バ
ハ
ル
ヨ
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フ
水
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に
面
し
て
ブ
リ
ッ
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作
り
の
分
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工

が
あ
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。
分
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工
の
表
面
は
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水
食
な
ど
に
よ
る
劣
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が

見
受
け
ら
れ
る
が
、
ゲ
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ト
は
、
良
好
に
運
転
で
き
る
。

 

水
路
内
法
面
の
崩
落
は
み
ら
れ
る
が
、
通

水
断
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
費
用
に

て
行
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る

 

マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
･
 

エ
ル
･
ダ
ハ
ブ
水
路

 

ダ
ハ
ブ
堰
上
流
約

30
0m
よ
り
分
流
し
た
水
路
で
分
流
点

よ
り
約

50
0m
に
分
水
工
ゲ
ー
ト
構
造
物
が
あ
る
。
こ
の

ゲ
ー
ト
構
造
物
は
、
近
年
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
ゲ
ー
ト

の
開
閉
も
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

 

水
路
底
幅

15
m
以
上
の
水
路
で
通
水
断

面
積
を
十
分
確
保
し
て
い
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
費
用
に

て
行
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る

 

ラ
ヒ
ル
水
路

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
ゲ
ー
ト
は
、
良
好
な
状
態
に

保
た
れ
て
い
る
。

 

水
路
内
法
面
の
崩
落
は
み
ら
れ
、
水
路
底

幅
が

1.
5m
と
狭
く
、
通
水
断
面
積
が
不

足
し
て
い
る
。

 

水
路
の
通
水
断
面
積
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
水
路

の
拡
幅
お
よ
び
浚
渫
等
に
よ
る
改
修
工
事
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
。

 

ガ
ナ
ビ
ア
・
ト
ク
水
路

 
ダ
ハ
ブ
分
水
工
と
同
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
ゲ
ー
ト
の

開
閉
も
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

 
水
路
内
法
面
の
崩
落
は
み
ら
れ
る
が
、
通

水
断
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
費
用
に

て
行
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る

 
エ
ル
・
ガ
ナ
ビ
ア
・
エ

ル
・
オ
ー
ラ
水
路

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
お
よ
び
ゲ
ー
ト
は
、
良
好
な
状
態

に
保
た
れ
て
い
る
。

 
水
路
内
法
面
の
崩
落
は
み
ら
れ
る
が
、
通

水
断
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 

水
路
の
断
面
整
形
等
は
維
持
管
理
費
に
て
、
分
水
工

の
更
新
は
、

5
ヶ
年
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
費
用
に

て
行
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
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水
路
・
施
設
名
称

 
取
水
施
設

 
水
 
路

 
評
価

 
ダ
バ
ブ
水
路
か
ら
取
水
し
カ
マ
デ
ィ
ー
ル
地
区
を
灌
漑
す

る
た
め
揚
水
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
場
で
あ
る
。
現
在
は
、

東
カ
マ
デ
ィ
ー
ル
地
区
の

13
,7

27
フ
ェ
ダ
ン
を
灌
漑
す

る
た
め
軸
流
ポ
ン
プ

4
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

20
07

年
１
月
よ
り
Ｅ
Ｕ
の
ロ
ー
ン
に
て
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
ー
等

設
備
一
式
の
更
新
を
開
始
し
た
。

 
カ
マ
デ
ィ
ー
ル
ポ
ン

プ
場
及
び
水
路

 
新
開
地
で
あ
る
西
カ
マ
デ
ィ
ー
ル
地
区
（

9,
10

0
ﾌ
ｪ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
）

の
灌
漑
水
確
保
の
た
め
カ
マ
デ
ィ
ー
ル
Ｂ
ポ
ン
プ
場
を
現

在
の
ポ
ン
プ
場
の
北
に
世
銀
の
借
款
に
て
建
設
を
開
始
し

た
。

 

水
路
は
、
土
水
路
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面

張
り
の
水
路
の
併
用
で
あ
る
。
土
水
路
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
と
も
に
良
好
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。
灌
漑
水
の
増
大
に
よ
り
水

路
拡
幅
が
計
画
さ
れ
て
い
る

 

20
10
年
以
前
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ

る
。

 

バ
ド
ラ
マ
ン
排
水
機

場
 

バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
の
上
流
左
岸
の
排
水
路
の
水
を
バ
ハ

ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
還
元
す
る
た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
場
で
圃

場
内
の
地
下
水
低
下
と
灌
漑
水
の
反
復
利
用
の
た
め
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
排
水
ポ
ン
プ
場
は
、
機
械
電
気
局
に

よ
り
排
水
路
水
位
に
従
い
運
転
・
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て

い
る
。
運
転
要
員
は
常
駐
し
て
い
る
。
維
持
管
理
は
良
好

で
あ
る
。

 

排
水
路
は
、
排
水
事
業
局
に
て
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
。

 
排
水
路
は
、
法
面
の
崩
落
は
あ
る
も
の
の

機
能
を
十
分
発
揮
す
る
よ
う
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る

 

機
械
電
気
局
と
排
水
事
業
局
と
の
協
働
作
業
が
継
続

す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

カ
ブ
カ
ブ
排
水
機
場

 

バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
と
イ
ブ
ラ
ヒ
ミ
ア
水
路
の
中
間
の
排

水
路
の
水
を
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
還
元
す
る
た
め
の
排

水
ポ
ン
プ
場
で
圃
場
内
の
地
下
水
低
下
と
灌
漑
水
の
反
復

利
用
の
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
排
水
ポ
ン
プ
場
は
、

機
械
電
気
局
に
よ
り
排
水
路
水
位
に
従
い
運
転
・
維
持
管

理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
運
転
要
員
は
常
駐
し
て
い
る
。
維

持
管
理
は
良
好
で
あ
る
。

 

排
水
路
は
、
排
水
事
業
局
に
て
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
。

 
排
水
路
は
、
法
面
の
崩
落
は
あ
る
も
の
の

機
能
を
十
分
発
揮
す
る
よ
う
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る

 

機
械
電
気
局
と
排
水
事
業
局
と
の
協
働
作
業
が
継
続

す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

ト
ナ
排
水
機
場

 

バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
左
岸
の
バ
ド
ラ
マ
ン
排
水
機
場
以
北

の
排
水
路
の
水
を
バ
ハ
ル
ヨ
セ
フ
水
路
に
還
元
す
る
た
め

の
排
水
ポ
ン
プ
場
で
圃
場
内
の
地
下
水
低
下
と
灌
漑
水
の

反
復
利
用
の
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
排
水
ポ
ン
プ

場
は
、
機
械
電
気
局
に
よ
り
排
水
路
水
位
に
従
い
運
転
・

維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
運
転
要
員
は
常
駐
し
て
い

る
。
維
持
管
理
は
良
好
で
あ
る
。

 

排
水
路
は
、
排
水
事
業
局
に
て
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
。

 
排
水
路
は
、
法
面
の
崩
落
は
あ
る
も
の
の

機
能
を
十
分
発
揮
す
る
よ
う
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る

 

機
械
電
気
局
と
排
水
事
業
局
と
の
協
働
作
業
が
継
続

す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 運営・維持管理体制 

3-4-1-1 事業の実施体制 

本無償資金協力事業の「エ」国政府内での最上位実施機関は水資源灌漑省（MWRI）灌漑改善局（IIS）

であるが、無償資金協力事業実施後における運営・維持管理の主体は同省内の灌漑局（IS）に移管され

る。将来実運用段階に入ってからバハルヨセフ灌漑用水路に改修整備された最上流のダハブ堰を含む、

サコーラ堰、マゾーラ堰、ラフーン堰の４堰全体の流量配分計画の策定、水利用計画の策定など水管理

業務は灌漑局（IS）傘下のアシュート地方灌漑局（IDir.）が旧堰同様にその任にあたる。バハルヨセフ

灌漑用水路は上流からミニア県、ベニスエフ県、ファユーム県、ギザ県にまたがって流下しているが、

本無償資金協力事業で改修整備されるダハブ堰とその受益地は総てミニア県に所在することから、施設

と水管理は西ミニア地方灌漑局（IDir.）が管轄している。ダハブ堰は西ミニア地方灌漑局の下部組織で

ある西バハルヨセフ監督官事務所に所属し、マンシェット・エル・ダハブ事務所が直接管理指導する管

理体制となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Minia Central Directorate Irrigation & Water Resources 
Chief (Under Secretary), Eng. Tolba Ahmed (in Minia) 

Drainag
e 

Project 

MED 
East Minia Irrigation 

Directorate 
D.G. Eng. Yehyeih Ali 

(i Mi i )

IIP
West Minia Irrigation Directorate

D.G. Eng. Hany Galaf Sadek 
西ミニア地方灌漑局（in Minia）

Technical 
(Contract) Section 

Mechanical 
Section 

Management 
Section 

 Water Record 
Section 

Telemetry 
Section 

Accountant 
Section 

Employment 
Section 

Law 
Section 

Archie 
Section 

West Samalout Inspectorate 
Inspector, Eng. Naseh Solfman 
監督官事務所（in Samalout） 

(Reclamation & Pump Station) 

West Bahr Yusef Inspectorate
Inspector, Eng. Saad Basta 
監督官事務所（in Minia） 

(Reclamation & Pump Station)

East Bahr Yusef Inspectorate
Inspector, Eng. Adel Zaki 
監督官事務所（in Minia） 

(Reclamation & Pump Station)

West Kamader 
灌漑区事務所 
(in Samalout) 

West Terfa 
灌漑区事務所 
(in Samalout) 

Sakoula 
灌漑区事務所 
(in Samalout) 

West Abou Korkas
灌漑区事務所 
(in Abou Korkas) 

West Minia 
灌漑区事務所

(in Minia) 

West Samalout
灌漑区事務所 
(in Samalout) 

West Maghagha
灌漑区事務所 
(in Abou Korkas) 

Manshat El Dahab 
灌漑区事務所 

(in Minia) 

Edwa 
灌漑区事務所 

(in Edwa) 

East Terfa 
灌漑区事務所 
(in Samalout) 

East Kamader 
灌漑区事務所 
(in Samalout) 
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3-4-1-2 人員配置 

ダハブ堰の運営･管理にかかる西ミニア地方灌漑局のもと、西バハル･ヨセフ監督官事務所が監督責任

を負い、管轄下のマンシェット・エル・ダハブ灌漑区事務所が現地事務所機能を持つ。現場管理を統括

する西バハルヨセフ監督官事務所やマンシェット･エル･ダハブ事務所には灌漑、土木、機械等の技術者

がそれぞれ配置されており、現場での実作業を行うダハブ堰管理事務所にも現場作業員が十分に配置さ

れている。ダハブ堰の日常運営は新設される管理棟内にダハブ堰管理事務所が設置され、機側操作と遠

隔操作によって堰の日常維持管理がなされる。 

ダハブ堰管理事務所の運営・維持管理に係る上位組織である西ミニア地方灌漑局及び西バハルヨセフ

監督官事務所は、ダハブ堰が改修された後も現在の運営・維持管理に係る組織的命令系統とその内容に

変更がないことから、現在の組織体制が継承される。 

一方ダハブ堰管理事務所は、既設ダハブ堰の日常運用・維持管理体制が、施設の近代化と自動化に伴

って合理化された執務内容と体制に変更になり、組織人員の減少が実現する一方で、電動式ゲート操作

に習熟する必要があることから、ミニア県の技術工業高校（Technical Secondary School）を卒業した学歴

程度を有する職員の採用が望ましい。下表にダハブ堰の運用・維持管理に係る現況と改修後の人員配置

について整理して示す。 

表 3-4-1-2.1 ダハブ堰運用・維持管理人員配置 

ダハブﾞ堰詰め所 
担当役 西バハルヨセフ

監督官事務所 
ﾏﾝｼｪｯﾄ・ｴﾙ･ﾀﾞﾊﾌﾞ

事務所 現況 改修後 

1) 監督官長 1    

2) 実務技術者 3    

3) 実務技術補佐 2    

4) 灌漑土木技師 1 1   

5) 機械技師 2    

6) テクニシャン 11 18   

7) 事務員 18 3   

8) ﾁｰﾌｹﾞｰﾄｵﾍﾟﾚﾀｰ   1 1 

9) ｹﾞｰﾄｵﾍﾟﾚｰﾀ  30 10 10 

10) ﾜｰｶｰ 12 40 10 3 

11) 運転手 3 1   

計 53 93 21 14 
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3-4-2 運営・維持管理内容 

本無償資金協力事業が実施され、ダハブ堰が改修された後に「エ」国政府が日常継続して実施すべ

き維持管理の内容としては下記のものが挙げられる。 

3-4-2-1 日常点検 

(1) 堰体、橋梁などコンクリート構造物に対する目視によるクラック、不同沈下に対する監視、及び

ゲート等鋼構造物の塗装のはげ落ち、錆等に対する監視。 

(2) ゲート遠隔操作のための管理棟に設置される操作卓機器類については、日常操作の度に操作状況

の正常／異常を示す表示ランプ点灯の確認。 

(3) ダハブ堰に導入するオーバーフロー型ゲートは、径間長 8m であることも加わり、浮き草や塵芥

がゲート上流前面に滞留することはまれであるが、ローラー部分に草など浮遊物がかかることが

あるので、日常目視点検してその都度除去する。 

(4) ゲート本体、巻き上げ機、管理棟内の操作卓など機器類の異常振動、異常音、異常発熱などを監

視する。 

3-4-2-2 月例点検 

(1) 水位計の量水標読みとアナログ及びデジタル表示の読み合わせチェック。 

(2) ゲート開度計の読み、ゲート開度速度の点検。 

(3) ゲート巻き上げ機ワーヤーロープの緩み、破損、摩耗状況の点検。 

(4) ゲート止水ゴムの劣化状況点検。 

(5) テストハンマーによるコンクリート劣化の有無点検。 

(6) 電気系統の漏電の有無点検。 

(7) 給油装置のチェック。 

(8) ナット、ボルトの緩み点検。など 

3-4-2-3 年間点検 

(1) バハルヨセフ灌漑用水路の年間１度の閉鎖期間（1月）の低水位時に堰体下部工、床版、護床工

等の摩耗、ひび割れ、沈下、パイピング等に係る点検、あるいは正確さを求めるための測量調査。 

(2) 護岸工、護床ブロックの異常監視。 

(3) ゲート戸当り、扉体接触部からの漏水の有無監視。 

3-4-2-4 長期間監視、更新、補修 

長期間の使用を通じて監視すべき項目、また使用を経て更新あるいは補修すべき項目としては下記の

ものがあげられる。 

補修、更新項目 年度毎 

ゲートの再塗装 10 年 

ゲート巻き上げ機モーターの解体点検 10 年 

電気配電盤の更新 10 年 

記録機の点検、更新 10 年 

計器類（表示器、ランプ、操作ボタン、配線など） 5 年 
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3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

協力対象事業の概算事業費は以下に示す通りである。 

(1) 協力対象概算事業費 ；  約   25.33 億円 

 

(2) 日本側負担経費 ；  約   22.16 億円 

費    目 合計(百万円) 

施設 堰土木工事(仮設、堰本体他) 1,261.36 

機材 ゲート機械,電気設備一式 795,75 

実施設計・施工監理費 158.76 

合   計 2,215.87 

 

(3) 「エ」国側負担経費；  約    317 百万円 

積算項目 金額 備  考 

仮設ヤード用地整備費 2,700 千円  

既設２次水路(ラヒル水路)の改修 7,200 千円  

管理棟の建設 20,100 千円  

既設堰の修理 1,700 千円  

電気･水道･電話引込み費 5,800 千円  

銀行手数料 800 千円  

備品他 200 千円  

① 

合計① 38,500 千円  

② 税金（関税・消費税） 278,100 千円  

 合計(①＋②) 316,600 千円  

※1LE＝20.94円で換算 

 

(4)  積算条件 

①積算時点   ：平成 19年 3月 

②為替交換レート：2007年 2月末から過去 6ヶ月間の為替レートを採用し、エジプトポ

ンド L.E.の対 US$および対日本円レートを算出する。 

・米ドル対日本円   US $1 = ¥ 119.59 

・現地通貨対日本円  L.E.1 = ¥  20.94 

③施工期間   ：実施工程表のとおり 

④その他    ：本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、実施されるも

のとする。上記概算総事業費は即交換公文書上供与限度を示すもの

ではない。 
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3-5-2 運営・維持管理費 

 既設ダハブ堰に係る過去 5 ヶ年間の維持管理費支出額は下表の如くである。長期補修費を除い

て毎年 100,000LE（約 2,100千円）前後の予算措置を講じていることを示している。従って実施後

に予定している維持管理予算額 109,000LE（2,289千円）は過去の実績を踏まえて IIS の財政能力

から妥当な計画であると判断できる。また、2006/07年度において長期補修費として 500,000LE（約

10,500 千円）の予算措置を講じていることから、3～10 年ごとにゲート塗装・補修などに要する

費用として 530,000 LEが想定されるが、計画的補修費用に見合った予算措置がなされるものと判

断できる。 

 

プロジェクト実施前 実施後 
項目 

2002/03 2003/04 2004/05 2005/06 2006/07 維持管理費 長期補修費

1.人件費 84,000 90,000 96,000 109,000 115,000 100,000  

2.ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ費 

1)事務、保守点検 

2)光熱・通信費 

6,280 6,900 7,500 8,000 8,500 6,000

3.ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費 

1)施設管理費 

2)下流捨石 

1,600 1,800 2,000 2,000 2,500 3,000

4.長期補修費     500,000  673,000 

合計 91,880 98,700 105,500 119,000 626,000 109,000 673,000 

※通貨単位：LE 

 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 協力対象事業を円滑に実施するためには、以下の諸点に留意する必要がある。 

3-6-1 相手国負担工事の励行 

(1) 工事着工前に先方が行うべき負担工事について早期着工と計画的工程管理を遅滞なく行

い、本体工事の着工、進捗に支障が生じないよう実施されることが求められる。 

(2) 管理棟上屋工事は無償資金協力の一部として基礎工事が実施され、その後、4 ヶ月以内

に建設完了される必要がある。管理棟上屋の完成がダハブ堰ゲート設備の試運転実施の

前提条件である。従って、先方政府によって管理棟上屋建設工事が遅滞なく実施される

ことが強く求められる。 

(3) 先方負担事項として A/P 解説及び通関手続きがある。先方は遅滞なくこれらを行う必要

があり、関係者間での調整を図り実行することが求められる。 
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第 4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

直接効果はダハブ堰が改修されることによって、堰上流の水位が安定し、受益地区に必要量の灌漑用

水が安定的に供給されて、恒常的な水不足が解消されることである。この結果、間接効果として灌漑受

益地区において作物単位収量が増加し、それに伴い農業生産額の向上が見込まれる。また、堰上流水位

が安定して、受益地区への灌漑用水供給が安定することから、現況、受益地区の末端水路で多く見られ

る、自家保有のポンプによる無計画な揚水が減少して、ポンプ運転時間が減少することが期待される。

また、併設橋が整備されることによって、地域の流通環境が改善する。さらに、オーバーフロー型 2段
ゲートの導入によって、既設堰に設置されているゲートに滞留するゴミや動物の死骸などがなくなるこ

とから、ダハブ堰周辺の衛生面の改善効果が期待される。上述の効果を整理すると下記の通りである。 

表 4-1.1 プロジェクトの効果表 

現状と問題点 協力対象事業での対策 直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

ダハブ堰本体及び 20 門
のゲートの老朽化が著し
く、堰上流水位が安定し
ないことに起因して
37,166haの受益地に必要
な灌漑用水が供給でき
ず、圃場では水不足が常
態化している。また下流
3 堰への放流も安定して
いない。 

・ダハブ堰体の更新 

・ゲートの更新 

・併設橋の新設 

・ゲート遠隔操作用管理
棟基礎工事及び遠隔操
作機材の導入 

①総必要用水量489,650千
m3に対して 52,205 千 m3

の不足が生じていたが
解消する。10.7%の増加
効果となる。 

②併設橋幅の拡幅により、
交通環境が改善され、交
通渋滞による待ち時間
が解消される。 

 

①受益地区における単
位収量及び作物生産
量が増加する。年間
89,478 ㌧(8%増)の生
産増効果となる。 

②受益地区の農業生産
額が増加する。年間
59,220LE(6.3%増)の
増額効果となる。 

③下流 3堰へ所要の放

流が可能となる。 

放流量=38.42m3/sec

～210.15m3/sec

④ポンプの過剰運転が
軽減し、維持管理費
が軽減する。 

⑤併設橋の交通環境が
改善により農産物流
通が改善される。 

⑥ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ型 2 段ｹﾞｰﾄ
の導入により、ｹﾞｰﾄ
上流にゴミや動物の
死骸が滞留しなくな
り、水質改善効果が
発揮される。 

※間接効果･改善程度における③～⑥は改善が期待される効果である。 
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4-1-1 直接効果(定量的) 

(1) 可能灌漑配水量の回復 

2005年における既設ダハブ堰掛かりの 13本ある 2次水路の取水実績をもとに、プロジェクト実施後
における灌漑水量増加効果を解析した結果を下表に示す。 

既設ダハブ堰のもとで灌漑受益地区における月別作物必要水量と 2005 年の２次水路からの取水実績

をもとに灌漑水量を検討した結果、ダハブ堰灌漑対象地区の作付け面積および各作物の単位必要水量か

ら算出した可能灌漑配水量 489,650千 m3／年に対し、同堰の水位記録を取水量に換算し算定される実灌

漑配水量は、437,445千 m3／年であった。プロジェクト実施後、ダハブ堰上流側の水位が安定し、適切

且つ安定的に 2次水路へ灌漑用水量が取り込まれることにより、可能灌漑配水量 489,650千 m3／年が灌

漑受益地区に配水される。 

表 4-1-1.1 ダハブ堰受益地区における月別必要用水量と実取水量の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 併設橋拡幅による交通環境の改善 

ダハブ堰の併設橋は地域交通の要衝としての役割を担っている。プロジェクト後は幅員 10mの 2車線

となるため交通渋滞を引起すことなく常時通行が可能となり、さらに現在では施設の老朽化のため制限

されている大型車輌についても通行が可能となる。 

したがって、併設橋の拡幅により上記に起因する渋滞の待ち時間約 5分の解消が期待される。 

4-2



4-1-2 間接効果 

(1) 対象受益地区の作物生産量の増加 

 可能灌漑配水量 489,650千 m3／年の配水により、ダハブ堰上流側の水位が安定し、適切に受益地へ

送水されることによる間接効果として、表 4-1-2.2に示すように、作物生産量の増加が期待される。 

作物生産量増加の算定方法は、無灌漑および計画灌水における作物収量に関する文献などを参考とし、

無灌漑での作物収量を 1.00として、十分な灌漑を行った場合の増収効果は各作物に対して下表のような

単位増収量が報告されている。 

表 4-1-2.1 乾燥地における灌漑と無灌漑の場合の作物収量比 

作 物 
（1） 

無灌漑農地におけ
る単位収量(kg) 

（2） 
灌漑農地における
単位収量(kg) 

増加率 
(2)/(1) 

小麦 583 1,245 2.14 
大麦 761 1,265 1.66 
穀類 760 1,082 1.42 

その他穀類 906 1,571 1.73 
豆 475 630 1.33 

ジャガイモ 2,000 5,082 2.90 
綿花 790 991 1.25 
てんさい 625 20,258 32.41 
菜種 54 273 5.06 
野菜 2,497 8,985 3.60 
牧草 446 2,559 5.74 

その他作付農産物 1,331 2,163 1.63 

出典：ADCA「乾燥地の水管理」 

上記作物収量比率から可能灌漑配水量が受益地に配水された場合の作物増収量を算定すると、下表の

とおりであり、作物単位収量は現況に対し 2%～11%程度増加すると算出され、灌漑地区全体の作物生産

量としては、1,189千 tから 1,278千 tと 89千 tの量増が見込まれ、生産性の向上が約 8%期待できる。 

表 4-1-2.2 計画水量が灌漑された場合の現況に対する単位収量と作物生産量の増加 

現況 プロジェクト実施後 生産増加

生産量 作付面積 単収 生産量 単収 生産量 増加量 増加率

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
(1)x(2) (1)x(3) (5)-(3) (6)/(2)

Feddan ha / fed Ton/ha Ton / fed Ton/ha Ton Ton ％

小麦 2.14 40,802 17,137 21.71 Ardeb 7.75 132,872 23.23 Ardeb 8.30 142,173 9,301 7%
豆 1.33 6,471 2,718 7.07 Ardeb 2.61 7,091 7.29 Ardeb 2.69 7,314 223 3%
大麦 1.66 181 76 14.98 Ardeb 4.28 325 15.75 Ardeb 4.50 342 17 5%
野菜 3.60 5,065 2,127 16.85 Ton 40.12 85,345 18.49 Ton 44.02 93,652 8,307 10%
ﾍﾞﾙｼｰﾑ/ｸﾛｰﾊﾞ 5.74 14,147 5,942 27.63 Ton 65.79 390,907 30.75 Ton 73.21 434,995 44,117 11%
玉ねぎ 3.60 1,441 605 10.00 Ton 23.81 14,410 10.97 Ton 26.13 15,813 1,403 10%
ﾊｰﾌﾞ 1.73 1,247 524 4.00 Ardeb 1.52 798 4.22 Ardeb 1.61 842 44 6%
にんにく 3.60 1,065 447 10.00 Ton 23.81 10,650 10.97 Ton 26.13 11,687 1,037 10%
その他 1.63 6,649 2,793 10.00 Ton 23.81 66,490 10.50 Ton 25.00 69,803 3,313 5%

小計① 77,068 32,369 708,863 776,621 67,762 10%
綿花 1.25 5,783 2,429 4.96 Ton 11.81 28,684 5.06 Ton 12.04 29,243 559 2%
メイズ 1.73 54,366 22,834 23.65 Ardeb 7.88 180,006 24.64 Ardeb 8.21 187,571 7,565 4%
大豆 1.73 2,420 1,016 1.30 Ton 3.10 3,146 1.35 Ton 3.23 3,278 132 4%
ｼｭｶﾞｰｺｰﾝ 1.63 533 224 49.00 Ton 116.67 26,117 50.88 Ton 121.14 27,119 1,002 4%
夏野菜 3.60 8,214 3,450 8.60 Ton 20.48 70,640 9.24 Ton 21.99 75,878 5,238 7%
ﾅｲﾙ野菜 3.60 1,483 623 12.00 Ton 28.57 17,796 12.89 Ton 30.69 19,116 1,320 7%
その他 1.63 12,818 5,384 12.00 Ton 28.57 153,816 12.46 Ton 29.67 159,716 5,900 4%

小計② 85,617 35,959 480,205 501,921 21,716 5%
162,685 68,328 1,189,068 1,278,542 89,477 8%Total

分類

冬作

項目

夏作
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(2) 農業生産額の増加 

前述した灌漑受益地区の単位収量の増加から、プロジェクト実施後の農業生産額の増加を 2005 年時

点の作物単価で換算すれば、対象受益地全体で現在の 926,940千ｴｼﾞﾌﾟﾄﾎﾟﾝﾄﾞ／年から 986,160千ｴｼﾞﾌﾟﾄ

ﾎﾟﾝﾄﾞ／年に増加すると算定され、約 59,220千ｴｼﾞﾌﾟﾄﾎﾟﾝﾄﾞ／年増となり、約 6.3％の増額である。 

表 4-1-2.3 事業実施前後の農業生産額の変化（単位:LE/年） 

 

 

 

 

(3) ダハブ堰下流放流状況の改善 

本水路では現在、下流水位制御方式が運用されている。これは、アンダーフロー型式手動巻上げゲー

トの運用による高精度の流量制御が困難であることに起因しているが、オーバーフロー型 2段ゲートの

設置によりダハブ堰上流水位は安定し高精度の流量制御(38.42m3/sec～210.15m3/sec)が可能となる。す

なわち、本堰を含め、過去の無償案件でオーバーフロー型 2段ゲートが設置された 3堰（ラフーン堰、

マゾーラ堰、サコーラ堰）が、流量制御において全て同等の機能を有することとなり、これら 4堰が一

体となった統合管理が可能となり、制約された水資源の有効利用がされるものと期待される。 

 

(4) 維持管理費の改善 

堰上流の水位が安定しないことにより､ポンプ設計吸水位が常時確保できず、受益地への送水が不安定

な状況にある。このような状況のもと、ポンプ稼働時間を長くすることで必要揚水量を確保せざるを得

ず、ポンプの故障の原因となっており、更に過剰な予備ポンプの稼動も強いられている。これらは、ダ

ハブ堰の改修による堰上流側の水位の安定により、ポンプ場設計吸水位が常時確保されることになるこ

とから、ポンプの運転コスト、維持管理費が軽減されることが期待される。 

 

(5) 併設橋拡幅による流通の改善 

ダハブ堰の併設橋は地域交通の要衝としての役割を担っている。そのため、本事業では本併設橋の有

する重要性に鑑み、ダハブ堰本体に合わせて併設橋を拡幅し改修する。改修後の幅員は 10mとなるため、

片側 1車線の常時通行ができ、さらに現在では施設の老朽化のため制限されている物資輸送用の大型車

輌の通行についても通行が可能となる。したがって、本併設橋の改修は事業対象受益地域において産出

される農産物のスムーズな出荷、大量輸送など流通環境の改善が期待される。 

 

(6) 衛生環境の改善 

既設ダハブ堰の直下流側は、地域住民、家畜が雑･飲料水に利用しているが、既設堰では、老朽化によ

り操作が出来ないゲートがあることやアンダーフロー放流を行っているため、上流から流れてくる家畜

の屍骸や塵芥物が上段ゲート上流面に堆積し、これらの腐敗による水質悪化を増長している。しかし、

事業実施前 事業実施後 差額 増額率
(LE) (LE) (LE) （％）

農業生産額

冬作 446,256,437 482,365,133 36,108,696 108%
夏作およびニリ作 480,684,254 503,795,229 23,110,975 105%
合　　計 926,940,691 986,160,362 59,219,672 106%

項目
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オーバーフロー型 2段ゲートの設置により、オーバーフロー放流が可能となり、上流に塵芥物は留まら

なくなり、不衛生な状況は解消されると共に、塵芥物除去等の維持管理面においても軽減効果が期待さ

れる。 

 

4-2 課題・提言 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

 本プロジェクトの効果が発現・持続するために、ダハブ堰改修とともに「エ」国側か以下の課題に取

り組むことを提言する。 

(1) 灌漑改善事業(IIP)の持続的拡大 

 水資源灌漑省は将来の農業用水に対する需要逼迫に備え、全国規模で灌漑改善事業（Irrigation 

Improvement Project, IIP）を展開している。この中でメスカ改善事業を実施しており、バハルヨセフ灌漑

用水路に隣接するイブラヒミア灌漑用水路の受益地区において灌漑改善事業を展開しており、①圃場レ

ベルでの効率的な水管理、②公平な水配分、③関係職員の事業運営能力の向上、④水利組合の組織化、

などの面で成果をあげつつある。 

 これらの教訓を生かして、ダハブ堰の受益地区を対象としてメスカ改善事業を展開し、灌漑施設の改

善に留まらず、灌漑用水の水管理から圃場における営農技術の普及に至る一貫した取り組みを行い、ダ

ハブ堰改修によって用水系統地域における灌漑効率を向上させることが実現するものと期待される。 

(2) 4 堰統合水管理を視野に入れたオーバーフロー型 2段扉ゲートの操作に係る地方灌漑局の連携 

 無償実施済みであるラフーン堰、マゾーラ堰の維持・運営管理については、ベニスエフ地方灌漑局が

管轄しており、サコーラ堰は西ミニア地方灌漑局が管轄している。ダハブ堰はサコーラ堰同様に西ミニ

ア地方灌漑局のもとで維持・運営管理が成される。改修済み 3堰とダハブ堰を含め、バハルヨセフ灌漑

用水路に位置する取水堰 4堰がすべてオーバーフロー型 2段扉ゲートで整備が完了することになる。こ

のことは、年間 50 億 m3もの貴重な水資源を利用するバハルヨセフ灌漑用水路の水資源管理が、操作性

能に優れ、精度の高い流量コントロールが可能な環境が整備されることを意味する。将来、バハルヨセ

フ灌漑用水路を統合的に同一の水管理システムを適用して運用することによって、個別に行われている

堰の運用が改まり、過剰取水や過剰放流のない、合理的で効率的な水資源利用が実現し、バハルヨセフ

灌漑用水路全体の 323,400ha の受益地区に貴重な灌漑用水が適正配分されることが期待される。このた

めには、4 堰を管理する地方灌漑局が水管理手法やゲート操作手法、実務について日常的に連携して、

将来の統合管理に向けて維持・運営管理について連携することが強く望まれる。
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4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

 「エ」国が直面する人口増加と食料増産への取り組みを農業生産面で着実に前進させるためには、中

エジプトの中心的灌漑施設であるバハルヨセフ灌漑用水路の一層の利活用を促進する必要がある。この

ためには、ダハブ堰を含む4堰の灌漑施設整備の成果をもとに、その利用技術を一層高める必要がある。

4 つの取水堰群を統合管理して、相互の連携による水管理を実現することによって、限られた水資源を

合理的に管理しながら、「エ」国の国家政策である水平拡大（農地面積拡張）と垂直拡大（農業生産の

増大）実現のために有効に利用することが可能となる。これまで伝統的な水利用手法をかたくなに伝承

してきた「エ」国農業形態を、我が国の近代的な灌漑施設整備手法と合理的な水管理手法を一体的に移

入することによって変化させ、高い生産性をもった近代農業へ脱皮させるための技術協力の支援や、他

ドナーとの連携を考慮して、ダハブ堰をはじめとする 4堰統合の持続的な運営・維持管理を実行される

ことが望まれる。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

 「エ」国では主食である小麦の自給率が約 50%にとどまり、食糧全体を見ても加工食品、米、じゃ
がいも、綿など多くの農産物を輸入に依存しており、同国の 1997年の全輸入金額の 27%を占めている
との報告がある(National Water Resources Plan,1999)。また、「エ」国の総人口は約 7,260万人（2004

年）であるが、2022までには 8,600万人に達すると予測されており、食料自給率の向上、人口増加に見

合う食糧増産が第 5次国家 5ヶ年計画の掲げる「貧困削減と所得不均衡の縮減」を実現する上で急務と

なっており、まさに「人間の安全保障」が示す７つの視点の一つである「欠乏からの自由」を実現する

ことを求められている状況にある。 

しかし年間降雨量が 5mm程度で、ナイル協定によって 555億 m3の年間利用可能水資源量と全国土面

積の約 4%という可耕地面積が、新規に耕地を開発し農業生産高を増して貧困からの脱却を目指す農業

政策を実施する上での厳しい制約条件となっている。上述の施策を可能とするため、水資源灌漑省は

「National Water Resources Plan 2017」に従って、1800年代後半から 1900年代初頭に建設されたナイル

川およびその幹線灌漑水路の取水堰に対する改修や更新を段階的に行っている。しかし、すべての幹線･

支線水路の改修には到底至らず、依然として建設後 100年以上経過して漏水等の問題を抱えた取水施設

が広く利用されており、農業政策推進上の大きな障害となっている。 

 ナイル川から中エジプトの中心的灌漑水路であるバハル・ヨセフ灌漑用水路への取水量はナイル協

定水量 555億 m3の約 9％に相当する 50億トン/年である。同用水路は、その灌漑面積が「エ」国全耕地

面積の 11％を占める「エ」国農業の重要な農業基幹施設であるが、最上流に位置するダハブ堰が老朽化

しているため、堰上流の受益地への安定した水供給が達成されないことに加えて、下流に位置する 3ヶ

所の無償資金協力事業による既改修済み取水堰への安定した放流が実現せず、バハルヨセフ灌漑用水路

からの灌漑用水に依存する全受益地の農業生産への影響が懸念されている。 

バハル･ヨセフ灌漑用水路には４つの堰があり、最上流に位置する既設ダハブ堰には、重力取水の灌

漑受益地 33,998 haおよびポンプ取水を対象とした灌漑地区 3,168 haがある。灌漑地区について圃場での

作物必要用水量と実際の灌漑取水量を比較した結果、夏作 27,845千 m3、冬作において 24,360 千 m3、
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合計 52,205 千 m3の圃場への供給不足が生じていると確認された。これは年間必要取水量 489,650千 m3

の 11%に相当する。 

上記灌漑用水量不足および上流取水位の不安定は、①既設ダハブ堰ゲートおよび本体の老朽化に起因

する堰からの漏水、②手動による堰ゲート操作により、堰下流水位を調節することによって発生する無

効放流のため堰上流水位が安定しない、ことが原因である。 

このような状況のもと、本無償資金協力事業は、ダハブ堰が担っている中エジプト地域農業の中核灌

漑施設としての機能と役割を回復させることになり、水資源灌漑省が進める老朽化した基幹水利施設改

修事業構想と整合性がとれ、ダハブ堰の受益地である 37,116haの農地を安定的かつ持続的に灌漑可能と

し、「エ」国貧困層の大きな割合を占める農業従事者のうち、裨益農民約 65万 6千人の自立した生活を

実現できるプロジェクトである。またこの事業実施を通じて実現できる受益地からの農業生産物は受益

農民の自家消費と後背地域消費地での換金を期待され、「人間の安全保障」の観点から BHNの視点に合

致するものと判断できる。 

「エ」国では既に築造後 100年を経過している水利施設の運営・維持管理を通じて自力でこれらの基

幹水利施設を運用して、合理的に水利用を行う予算管理能力と基本技術を有しており、バハルヨセフ灌

漑用水路において我が国の無償資金協力事業によって改修された既設３堰が順調に効果を発現してい

る状況から判断して、本事業によって改修されるダハブ堰の施設の運用・維持管理を「エ」国側に託す

る上での予算措置、運用技術に係る不安要素はない。 

 さらに、本プロジェクト実施による環境への負の影響がないことは、「エ」国、国家環境庁による環

境影響評価を経て事業実施の認可(2007年 6月)を受けていることから明らかである。 

 

4-4 結論 

 以上の検証を通じて確認できた事実から、本プロジェクトは、ダハブ堰受益地区への灌漑用水の安定

供給が実現し、農業生産性の向上、それに伴う農業生産額増大が実現して、ダハブ堰受益地区農家の農

業所得が改善されることに貢献することが期待できる。従って、この実現のために我が国の無償資金協

力を実施することの妥当性は高いと判断される。また、本プロジェクトの運営・維持管理について、「エ」

国水資源灌漑省では、人的資源、資金ともに十分な計画と準備をしていることを、基本設計調査におけ

る「エ」国側との協議を通じて確認していることから、問題ないと判断する。 
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4-2 基本設計概要説明時 
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5.基本設計概要表 
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事業事前計画表（基本設計時） 

1．案件名 

 エジプト・アラブ共和国バハルヨセフ灌漑用水路ダハブ堰改修計画 

 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 エジプト・アラブ共和国（以下「エ」国という）の農業セクターは直近 5ヶ年間で GDP

の約 16%を占め、サービス業、鉱工業についで主要産業として 3番目の位置にある。一方

で「エ」国は主食である小麦の自給率が約 50%に留まり、食料全体を見てもその多くを輸

入に依存しており、農産物の輸入額は全輸入の 27%(2003年)となっている。また、2004年

に 7,260 万人であった人口が、2022 年までには 8,600 万人に達すると予測されており、食

料自給率の向上、人口増加に見合う食料増産が急務となっている。 

 「エ」国水資源灌漑省は人口増に伴う食料の増産及び水資源の不足の解消を目指して、

ナイル川とその支流及び灌漑用水路に設置されている基幹水利施設の更新を進めている。

具体的には、老朽化した堰が取水施設の整備を進めている。 

 中エジプト地域の中心的な灌漑施設であるバハルヨセフ灌漑用水路には、ナイル協定で

年間 555億m3と制約されている有限水資源量の 9%に相当する年間 50億m3の水量が供給

されており、同灌漑用水路掛かりの農地約 323,400haを灌漑している。同灌漑用水路には 4

ヶ所に取水堰が設置され、配下の受益地区へ安定した灌漑用水を供給する役割を担ってい

る。しかし、何れの堰も築造後 100年前後を経過して老朽化が著しく、所要の機能が発揮

できていないことから、ラフーン堰(1997年),マゾーラ堰(2002年),サコーラ堰(2006年)が我

が国無償資金協力事業によって改修された。同用水路の最上流に位置するダハブ堰には

37,170haの受益農地がある上に、下流 3 堰に必要量の灌漑用水量を安定して放流するとい

う既改修済み 3堰に増して重要な役割がある。 

 既設ダハブ堰は 1900年に建設され、堰本体及び 20門設置されているゲートの老朽化が

著しく、ダハブ堰上流受益地区への安定した灌漑用水供給が阻害されている。更に下流 3

堰へ必要放流量を安定確保できない現状を解決するため、ダハブ堰本体を更新し、水位・

流量調節が容易で精度の高いオーバーフロー型 2 段ローラゲートを導入することによっ

て、適正な水管理を実践し、対象受益地への灌漑用水の安定供給を行うことを目的とする

ものである。 

 また、併設橋は建設当時において馬車等を対象に設計された幅員 4m の橋であるが、

堰と同様に老朽化しており、現在通行している農業用トラックや重量車輌等の多様な交通

状況に対し併設橋の安全性が懸念されると共に、幅員の狭小に起因した交通渋滞を生じて

いる。 
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3．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

 中エジプト農業を支える灌漑システムの中核を担う、ハルヨセフ灌漑用水路に位置する

4 ヶ所の取水堰中、最上流に位置するダハブ堰を改修することによって、ダハブ堰上流の

水位が安定し、2 次水路から対象受益地へ安定した灌漑用水が供給されることになる。ま

た下流 3堰へ適正規模の放流量が確保されることになる。 

・裨益対象の範囲及び規模：受益地域面積 37,170ha 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

 ア ダハブ堰が改修される。 

 イ ダハブ堰の改修により 2 次水路への灌漑用水の取水が適切かつ安定的に供給され
る。 

 ウ 灌漑用水が安定供給されることによって受益地での作物生産量が増加する。 

 エ 受益地での農業生産が安定する結果として、農業生産額が増加する。 

 オ 堰の改修によって上流水位が安定し、灌漑計画に沿った合理的な取水が実現し、ポ

ンプ場の過剰運転や不定期運転が解消され、運転時間・運転経費が軽減する。 
 カ 併設橋の幅員が広くなり、事業対象受益地域において算出される農産物の集出荷、

輸送等の流通環境が改善される。 
 
(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

 ア 堰本体を改修する。 

 イ 堰のゲートを更新する。 

 ウ 併設橋を建設する。 

 エ 管理棟の基礎工事及び棟内設置ゲート遠隔操作機材を整備する。 

 オ 管理棟の上屋を建設する。 

 カ 改修された堰の運用及び維持管理を行う。 

(4) 投入(インプット) 

 ア 日本側  ； 無償資金協力  22.20億円 

 イ 「エ」国側； 無償資金協力事業実施に係る負担額     3.17億円 

          無償資金協力事業実施後の運営維持管理費  0.04億円／年 

(5) 実施体制 

  主管官庁 ； 水資源灌漑省 
  実施機関 ； 水資源灌漑総局 灌漑改善局 
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4．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

 「エ」国ミニア県ミニア市 

(2) 概要 

 ダハブ堰の改修及び付帯施設の改修 

(3) 相手国負担事項 

  ・管理棟上屋の新設 

  ・2次水路の点検・改修工事 

  ・通関手続き及び通関手数料の支払い 

  ・仮設ヤードの確保及び整地等 

(4) 概算事業費 

  25.37億円 （日本側負担額 22.20億円、「エ」国負担額 3.17億円） 

(5) 工期 

  実施設計 6ヶ月 

  工事期間 工事入札後 22ヶ月 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会配慮 

  環境への配慮として、低騒音ジェネレーターの使用や仮締切工事には水質汚濁の防止

を目的としたオイルフェンスを水路内に設置する計画とする。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

 ナイル協定によるナイル川の年間利用可能水資源量 555億 m3が減少しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 過去 3堰においてオーバーフロー型 2段ローラゲートの導入により、堰上流水位が安定

し 2次水路からの取水が安定する効果が発現している成果を教訓として活かし、ダハブ堰

においても同様な効果を目標とし、オーバーフロー型 2段ローラゲートの採用を決定した。

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1)プロジェクトの目標達成を示す成果指標 

指     標 2005年(現状) 2011年(計画) 
灌漑配水量 427,445千 m3／年 489,650千 m3／年 
併設橋における渋滞による待機時間 5分 0分 

(2)その他の成果指標 

ダハブ堰改修と「エ」国が 2次水路の改修を行うことで得る相乗的成果 

指     標 2005年(現状) 2013年(計画) 
小麦生産量 132,872千ﾄﾝ 142,173千ﾄﾝ 
クローバー生産量 390,882千ﾄﾝ 434,998千ﾄﾝ 
農業生産額 926,940千ｴｼﾞﾌﾟﾄﾎﾟﾝﾄﾞ 986,160千ｴｼﾞﾌﾟﾄﾎﾟﾝﾄﾞ 

(3)評価のタイミング 

  プロジェクトの目標達成を示す成果指標：2011年以降（施設完工後 1年経過時点） 
  その他の成果指標：2013年以降（施設完工後 3年経過時点） 
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6.入手資料リスト 

 

番号 名   称 
形態 

図書・ビデオ･
地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ
/ｺﾋﾟｰ 発行機関 発刊年

1 オーバーフロー（流量制御）によるゲート操
作実施通達 書類 ｺﾋﾟｰ ﾍﾞﾆｽｴﾌ  

2 近傍位置における橋梁地質調査柱状図 書類 ｺﾋﾟｰ ﾐﾆｱ IID  

3 ﾊﾞﾊﾙﾖｾﾌ用水路上ポンプ施設の改修計画(1) 書類 ｺﾋﾟｰ MED 
Mimya  

4 ﾊﾞﾊﾙﾖｾﾌ用水路上ポンプ施設の改修計画(2) 書類 ｺﾋﾟｰ MED 
Mimya  

5 制水堰改修後の灌漑面積の変化 書類  ﾍﾞﾆｽｴﾌ  

6 制水堰改修後の 2 次用水路の改修あるいは延
伸状況 書類  ﾍﾞﾆｽｴﾌ  

7 制水堰改修後の 2 次用水路に係る維持管理費
の変化 書類  ﾍﾞﾆｽｴﾌ  

8 
Institutional Reform Vision 
Implementation Plan 2007 
DRAFT FINAL REPORT 

電子ﾃﾞｰﾀ 
(PDF) ｺﾋﾟｰ MWRI 2007年 

9 ﾊﾞﾊﾙﾖｾﾌ灌漑用水路掛かり周辺地形図 地図 ｺﾋﾟｰ Survey 
Authority  

10 Statistical year Book 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ   

11 Agricultural Statistics 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ   
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7.その他資料・情報 
 
 
・添付資料-1：ダハブ堰老朽化調査 

・添付資料-2：シュミットハンマー試験 

・添付資料-3：ゲートの流量制御時の最小開度と投資効果に関する補足資料および基礎検討資料 

・添付資料-4：交通量調査結果 

・添付資料-5：既設ダハブ堰構造図 
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添付資料－1

1. ダハブ堰老朽化調査

1.1 ピアー老朽化調査

・No. 11, 16～18の4基のピアーは、表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。
・No.2, 6～10, 14～15, 19及び右岸アバットの10基のピアーは、表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。
・左岸アバット, No.1, 3～5及び12～13の7基のピアーは、表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

ピアーの名称 ピアー本体（上流側） ピアー本体（下流側）
左岸アバットピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.1　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.2　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.3　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.4　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.5　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.6　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.7　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.8　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.9　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.10　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.11　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。

No.12　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.13　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が非常に多く見られる。

No.14　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.15　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

No.16　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。

No.17　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。

No.18　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多少見られる。

No.19　ピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

右岸アバットピアー ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。

1.2 エプロン及び護床工老朽化調査

【下流エプロン】　
・No. 5 ゲート下流エプロン及び護床工が深さ1m程度洗堀されたため、1992年頃からゲートの開閉が禁止されている。

・No.1～4 ゲート部は、石張り目地モルタルは洗堀が進み、張り石の欠落が多く見られる。
・No.5 ゲート部は、長さ3.2m、深さ1.5mに洗堀され、基礎栗石が露出している。
・No.6～20 ゲート部は、石張り目地モルタルは洗堀が進み、張り石の欠落が多く見られる。

【下流護床工】　　　
・No.1～4 ゲート部の下流護床工は、比較的良好な状態である。
・No.5 ゲート部の護床工は、長さ約25m洗堀されている。
・No.6～15 ゲート部の護床工には、洗堀が見られる。
・No.16～20 ゲート部の下流護床工は、比較的良好な状態である。

位　　置 下流エプロン（厚さ1.5mのレンガ造り） 下流護床工（転石の捨石）
No.1　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.2　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.3　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.4　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.5　ゲート部 ・長さ3.2m、深さ1.5mに洗堀され、基礎栗石が露出。 ・下流護床工は長さ約25m洗堀されている。。
No.6　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.7　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.8　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.9　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.10　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.11　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.12　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.13　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.14　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.15　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工に洗堀が見られる。
No.16　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.17　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.18　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.19　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。
No.20　ゲート部 ・表面レンガは老朽化が進み、欠落が多く見られる。 ・下流護床工は比較的良好な状態。

・1951年にピアーにクラックが生じたため、全てのピアーにモルタル・グラウトを実施したが、モルタル・ペーストがク
ラックの隅々までいきわたっていることは期待できない。

・1995/96年のRGBSの調査資料によると、下流エプロン（厚さ1.5mと推定）は長さ3.2m、深さ1.5mに洗堀されており、基礎
栗石まで洗堀されている。
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1.3 アーチ橋上部工老朽化調査

【アーチ基礎部（上流側）】　　

・その後もクラックの広がりを生じているのはNo.6およびNo.16 ピアー部およびNo.8 ゲートクラウン部である。
・左岸アバット, No.1, 7～8, 13～15, 17～19及び右岸アバットピアーのアーチ基礎部は、老朽化は進んでいるが、損傷は見られ
・No.2～5及び9～12 ピアーのアーチ基礎部は、老朽化は進んで、損傷が見られる。
・No.6及び16 ピアーのアーチ基礎部は、1951年にクラックが生じ、現在も広がりが見られる。

【アーチ基礎部（下流側）】　
・全てのピアーのアーチ基礎部は、老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。　　　　

【アーチ・クラウン部（上流側）】　　
・No.2～3, 7, 9～1及び16～20 アーチ・クラウン部は、老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。
・No.1, 4～6及び11～15 アーチ･クラウン部は、1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。
・No.8 アーチ・クラウン部は、1951年にクラックが生じ、現在も広がりが見られる。

【アーチ・クラウン部（下流側）】　　　　
・全てのピアーのアーチ・クラウン部は、老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。　

位　置 アーチ橋上部工（上流側） アーチ橋上部工（下流側）
左岸アバットピアー ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.1　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.2　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.3　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.4　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.5　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.6　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・1951年にクラックが生じ、現在も広がりが見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.7　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.8　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.9　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.10　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.11　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.12　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んで、損傷が見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.13　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.14　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.15　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.16　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・1951年にクラックが生じ、現在も広がりが見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.17　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.18　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.19　ｹﾞｰﾄ･ｱｰﾁ基礎部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

右岸アバットピアー ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.1　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.2　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.3　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.4　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.5　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.6　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.7　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.8　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じ、現在も広がりが見られる。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.9　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.10　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.11　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.12　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.13　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.14　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.15　アーチ・クラウン部 ・1951年にクラックが生じたが、その後の広がりは見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.16　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.17　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.18　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.19　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

No.20　アーチ・クラウン部 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。 ・老朽化は進んでいるが、損傷は見られない。

・ピアーの補修と同時期の1991/92年に、No.6及び16ゲート部のアーチ基礎部並びにNo. 1, 4～6, 8, 11～15ゲート部のクラウ
ン部にクラックが生じ、補修が実施された。
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1.4 ゲート老朽化調査

・扉体及び戸当り共に10年前に再塗装されたが、再塗装が必要である。
・扉体及び戸当り部の腐食は見られない。　　　
・全てのローラーが回転しないため、大きな巻上げ力が必要となる。　　　
・止水ゴムがないため、上下段扉の隙間および両サイドの扉体と戸当りとの隙間から多量の漏水が生じている。

・巻上げ用チェーン及びウインチの補修は、2007年1月に実施したので、状況は良好である。
・No. 1及びNo.2 ゲートは、ウインチの移動ができないため、ゲート操作が不可能である。
・下流エプロン及び護床工が洗堀され堰体が危険な状態のため、ゲート操作ができない。

・No. 5　ゲートは、下流エプロン及び護床工が洗堀され堰体が危険な状態のため、ゲート操作ができない。

ゲート扉体および戸当り 巻上げ用チェーンおよびウインチ
No. 1　ゲート ・ウインチの移動ができないため、ゲート操作が不可能である。

No. 2　ゲート ・ウインチの移動ができないため、ゲート操作が不可能である。

No. 3　ゲート
No. 4　ゲート
No. 5　ゲート ・下流エプロンおよび護床工が洗堀され堰体が危険な状態のため、

ゲート操作ができない。

No. 6　ゲート
No. 7　ゲート
No. 8　ゲート
No. 9　ゲート
No. 10　ゲート
No. 11　ゲート
No. 12　ゲート
No. 13　ゲート
No. 14　ゲート
No. 15　ゲート
No. 16　ゲート
No. 17　ゲート
No. 18　ゲート
No. 19　ゲート
No. 20　ゲート

1.5 管理棟候補の既設建物老朽化調査

・既設建物は1964年に建設された（築43年）。

・扉体および戸当り共に再塗装が必要であるが、本体部の腐食は
見られない。
・全てのローラーが回転しないため、大きな巻上げ力が必要とな
る。
・止水ゴムがないため、上下段扉の隙間および両サイドの扉体と戸
当りとの隙間から多量の漏水が生じている。

・巻上げ用チェーンおよびウインチの補修は、2007年1月に実施した
ので、状況は良好である。

・巻上げ用チェーンおよびウインチの補修は、2007年1月に実施した
ので、状況は良好である。

・外観調査では当該建物は老朽化が進んでると推定される。

・コンクリートの柱が無いレンガ造りの建物である。

・1階のドアや窓の開口部の上部壁に多くのクラックが発生している。
・1階北東の部屋の西側の壁（開口部の無い壁）に鉛直に大きなクラックが生じている。
・全てのクラックは壁を貫通することは無い。
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添付資料－2

2. シュミットハンマー試験

2.1 シュミットハンマー試験の測定値

2.1.1 ダハブ堰

強度 強度 強度 強度

（kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2）
(1) 左岸ｱﾊﾞｯﾄﾋﾟｱｰ 18 16 21 20

23 < 10 28 18
18 < 10 26 18
12 10 25
22 < 10 26

平均 19 120 < 10 < 65 26 150 19 90
(2) No. 1 ﾋﾟｱｰ 19 < 10 26 13

26 12 24 17
22 24 16 20
18 15 28 18
18 24 23 18

平均 20 125 17 105 24 130 18 85
(3) No. 2 ﾋﾟｱｰ 28 22 26 24

24 24 26 11
20 12 20 18
22 < 10 26 16
24 10 26 20

平均 23 160 15 95 26 150 18 85
(4) No. 3 ﾋﾟｱｰ 24 13 32 19

18 11 26 19
20 20 30 14
26 < 10 29 22
16 < 10 28 23

平均 21 140 11 70 29 190 20 95
(5) No. 4 ﾋﾟｱｰ 16 15 28 20

26 18 25 14
20 13 14 18
12 < 10 26 16
16 < 10 25 10

平均 17 105 12 75 25 140 16 75
(6) No. 5 ﾋﾟｱｰ 19 32 28 10

22 18 26 20
26 12 26 15
16 14 20
20 12 20

平均 20 125 15 95 27 165 18 85
(7) No. 6 ﾋﾟｱｰ 24 12 26 23

20 13 28 17
18 22 28 31
18 18 16
18 11 12

平均 19 120 14 90 27 165 19 90
(8) No. 7 ﾋﾟｱｰ 28 10 22 16

25 15 19 < 10
19 10 28 24
20 < 10 26 25
16 < 10 31 26

平均 21 140 9 55 25 140 22 105
(9) No. 8 ﾋﾟｱｰ 18 10 24 15

23 < 10 28 26
16 15 24 18
14 < 10 17 16
23 < 10 27 16

平均 19 120 9 55 25 140 17 80

ﾋﾟｱｰの名称
測定値 測定値 測定値

ﾋﾟｱｰ　(α=-90°） 上流側アーチ橋上部工　(α=　0°）
レンガ 目地 レンガ 目地

測定値
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強度 強度 強度 強度

（kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2）
(10) No. 9 ﾋﾟｱｰ 26 < 10 30 21

14 < 10 33 22
< 10 13 30 17
28 < 10 22
27 < 10 19

平均 22 150 8 50 31 220 21 100
(11) No. 10 ﾋﾟｱｰ 20 10 26 18

18 < 10 21 32
24 12 25 17
21 30 14
17 27 18

平均 20 125 10 65 26 150 18 85
(12) No. 11 ﾋﾟｱｰ 24 12 32 24

23 < 10 24 14
23 < 10 20 14

25 16
24 < 10

平均 23 160 9 55 24 130 15 70
(13) No. 12 ﾋﾟｱｰ 20 14 24 14

20 < 10 22 16
16 < 10 34 14
20 < 10 24 24
20 12 22 18

平均 20 125 9 55 23 120 16 75
(14) No. 13 ﾋﾟｱｰ 22 12 22 < 10

24 12 28 13
16 14 26 15
24 25 10
18 20 18

平均 21 140 13 80 24 130 13 60
(15) No. 14 ﾋﾟｱｰ 26 < 10 27 18

15 < 10 20 20
22 < 10 30 16
17 25 11
24 24 10

平均 21 140 8 50 25 140 15 70
(16) No. 15 ﾋﾟｱｰ 24 16 31 22

22 12 33 20
18 14 24 16
18 13 28 19
22 18 26 17

平均 21 140 14 90 27 165 19 90
(17) No. 16 ﾋﾟｱｰ 24 24 25 27

24 18 28 13
24 26 26 26

18 25 16
19 26 12

平均 24 175 20 125 26 150 18 85
(18) No. 17 ﾋﾟｱｰ 18 11 17 22

20 13 26 24
20 10 24 19

34 29
24 14

平均 19 120 11 70 25 140 22 105
(19) No. 18 ﾋﾟｱｰ 19 10 28 14

12 16 30 14
24 13 28 20
18 10 21 22
22 12 12 17

平均 20 125 12 75 24 130 17 80

測定値
ﾋﾟｱｰの名称

ﾋﾟｱｰ　(α=-90°）

測定値 測定値

上流側アーチ橋上部工　(α=　0°）
レンガ 目地 レンガ 目地

測定値
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強度 強度 強度 強度

（kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2） （kgf/cm2）
(20) No. 19 ﾋﾟｱｰ 19 20 30 28

19 16 30 18
23 12 24 14
15 20 30 25
15 20 22 12

平均 18 115 19 120 28 180 19 90
(21) 右岸ｱﾊﾞｯﾄ ﾋﾟｱｰ 18 12 19 18

18 12 25 15
22 14 20 14
18 28 15
28 22 15

平均 19 120 13 80 22 105 15 70

2.1.2 既設灌漑局建物（1964年築）

測定箇所
強度 強度

（kgf/cm2） （kgf/cm2）
(1) 1階入口付近 21 28
   21 30

24 26
平均 22 105 28 225

(2) 2階上流水路側 14 18
　　の部屋 15 24

14 20
平均 14 65 21 140

(3) 2階下流水路側 12 26
　　の部屋 10 22

12 24
平均 11 55 24 175

2.1.3 新築レンガ造り建物（2004年築）

強度 強度

（kgf/cm2） （kgf/cm2）
(1) 屋上外壁 30 10

34 18
27 18
28 21
27 25

平均 28 180 19 90

1.4 改修サコーラ堰（2006年築）

測定箇所 強度 推定強度

（kgf/cm2）（kgf/cm2）
(1) ピアー側面 36
　　(α= 0°） 48

42
35
37

平均 38 310 250 0.81
(2) ピアー頂部 39
　　(α= - 90°） 39

42
41
39

平均 40 350 250 0.71

測定値 測定値
ﾋﾟｱｰの名称

ﾋﾟｱｰ　(α=-90°） 上流側アーチ橋上部工　(α=　0°）
レンガ 目地 レンガ 目地

測定値 測定値

補正係数測定値

レンガ 目地

内壁 (α=　0°） 床 (α=- 90°）

測定箇所

屋上外壁 (α= 0°）

測定値 測定値

測定値 測定値
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■ ゲートの流量制御時の最小開度と投資効果に関する補足資料および基礎検討資料 ■ 

ここでは、前述にて検討したゲートの流量制御時の最小開度と投資効果について、補足資

料および基礎検討資料として記載するものである。 

※ 1) オーバーフロー型とアンダーフロー型ゲート放流量検討時の最小開度について 

ゲートの最小開度は、オーバーフロー型ゲートとアンダーフロー型ゲートでは異なる。 

アンダーフロー型ゲートは、文字通り扉体の下方から放流する形態であるが、このゲート

型式の最小開度は放流時に生じる振動抑制の面から決定される。放流に伴う振動とは、放流時

のゲート下端における不安定な圧力変動により扉体の自動振動（横揺れ）であり、扉体やコン

クリート構造物に悪影響を及ぼす。 

この振動の抑制を行うためには一定開度以下での

操作を避けることとなっており、「ダム・堰施設基準(案) 

社団法人ダム・堰施設技術協会」では、上流水深の 1％

以下での最小開度を避けることが示されている。上記

に従えば、ダハブ堰の上流水深は、WL40.40－EL34.60

＝5.8mであるから 5.8m x 1％ ＝ 0.058m → 5.8cmで

ある。一方、現場におけるゲート操作では、開度計の

誤差（±1cm）や操作の煩雑性を防ぎ安全性への配慮か

ら、5cmピッチでの最小開度を決定する。 

したがって、本堰の条件からアンダーフロー型ゲートの最小開度は 5.8cm以上とする必要が

あり、実操作では 5.8cm ＋ 1cm ＝ 6.8cm → 10cmとなる（5cmでは必要開度以下である）。 

一方、オーバーフロー型ゲートでは、アンダーフロー型ゲートのような振動に伴う制約はな

く、開度計の誤差(±1cm)や操作の煩雑性を防ぎ安全性への配慮から、実操作では 5cm 程度が

最小開度となる。 

H
u
：
5
.
8
0
m

上
流
水
深

最小ゲート開度：A＋B＝5.8cm＋1cm＝6.8cm≒10cm　
　A(振動抑制上の必要開度)：5.8m×1%=0.058m→5.8cm
　B(開度計の誤差)        ：±1cm

アンダーフロー型ゲート

WL40.40

EL34.60
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※ 2) オーバーフロー型とアンダーフロー型ゲートの投資効果比較検討基礎資料 

① ダハブ堰受益地区における月別必要用水量と実取水量の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 乾燥地における灌漑と無灌漑の場合の作物収量比 

作 物 
（1） 

無灌漑農地におけ
る単位収量(kg) 

（2） 
灌漑農地における
単位収量(kg) 

増加率 
(2)/(1) 

Wheat 583 1,245 2.14 
Barley 761 1,265 1.66 
Millet 760 1,082 1.42 

Other cereals 906 1,571 1.73 
Pulses 475 630 1.33 

Potatoes 2,000 5,082 2.90 
Cotton 790 991 1.25 

Sugar beat 625 20,258 32.41 
Oil seed 54 273 5.06 

Vegetables 2,497 8,985 3.60 
Alfalfa 446 2,559 5.74 

Other field crops 1,331 2,163 1.63 
出典：ADCA「乾燥地の水管理」 

③ 計画水量が灌漑された場合と現況の収量の比較 

 

 

 

 

 

 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

必要用水量 23,669 30,237 38,744 35,540 28,982 50,031 60,497 51,644 14,981 9,402 11,602 17,487 372,817 349,148
取水量 6,595 24,728 34,130 33,579 28,765 47,764 48,847 44,196 14,981 9,402 11,602 16,381 320,971 314,376
不足量 -17,074 -5,509 -4,614 -1,961 -217 -2,267 -11,650 -7,448 0 0 0 -1,106 -51,846 -34,772
同上（％） -72% -18% -12% -6% -1% -5% -19% -14% 0% 0% 0% -6% -14% -10%
期別不足量 -51,846 -34,772
不足（％） -84% -48% -32% -16% -4% -10% -16% -10% -5% -9% -4% -41% -22% -18%
必要用水量 6,784 8,572 10,253 9,118 7,855 14,446 17,635 15,034 4,307 2,972 2,930 4,739 104,645 97,861
不足量 -5,717 -4,133 -3,296 -1,453 -341 -1,374 -2,862 -1,474 -212 -258 -106 -1,922 -23,148 -17,431
期別不足量 -23,148 -17,431
不足（％） -54% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% -4% 0%
必要用水量 2,999 3,737 4,372 3,870 3,428 6,309 7,702 6,567 1,897 1,336 1,328 2,095 45,640 42,641
不足量 -1,624 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -1,624 0
期別不足量 -1,624 0
必要用水量 33,452 42,547 53,370 48,527 40,264 70,787 85,834 73,245 21,186 13,710 15,860 24,321 523,102 489,650
取水量 9,037 32,905 45,460 45,113 39,706 67,146 71,322 64,323 20,973 13,451 15,754 21,292 446,484 437,447
不足量 -24,415 -9,641 -7,910 -3,415 -558 -3,641 -14,512 -8,922 -212 -258 -106 -3,028 -76,618 -52,203
同上（％） -73% -23% -15% -7% -1% -5% -17% -12% -1% -2% -1% -12% -15% -11%
期別不足量 -100,976 -76,562
期別不足（％） -9.6% - - -

-27,845 －

-21.0%  ( -12.3% )
-48,773 (-24,358)

0 －

-30,264 -21,582 －

-16,885 -6,263 －

-1,624

冬作
合計

1月を除く
合計

地区名 項目
冬作 夏作

East Minia

Manshat El
Dahab

Whole
Area

West Minia

現　　　況 プロジェクト実施後 収 量　増
増収率 作付面積 単位収量 収量 単位収量 収量 増加量 増加率

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
(1)x(2) (1)x(3) (5)-(3) (6)/(2)

ﾌｪﾀﾞﾝ ha / fed Ton/ha Ton / fed Ton/ha Ton Ton ％
Wheat 2.14 40,802 17,137 21.71 Ardeb 7.75 132,872 23.23 Ardeb 8.30 142,173 9,302 7%
Bean 1.33 6,471 2,718 7.07 Ardeb 2.61 7,091 7.29 Ardeb 2.69 7,314 223 3%
Barley 1.66 181 76 14.98 Ardeb 4.28 325 15.75 Ardeb 4.50 342 17 5%
Vegetables 3.60 5,065 2,127 16.85 Ton 40.12 85,345 18.49 Ton 44.02 93,652 8,307 10%
Long Berseem/ Clover 5.74 14,147 5,942 27.63 Ton 65.79 390,882 30.75 Ton 73.21 434,998 44,117 11%
Onion 3.60 1,441 605 10.00 Ton 23.81 14,410 10.97 Ton 26.13 15,813 1,403 10%
Helba, Lentil 1.73 1,247 524 4.00 Ardeb 1.52 798 4.22 Ardeb 1.61 842 44 5%
Garlic 3.60 1,065 447 10.00 Ton 23.81 10,650 10.97 Ton 26.13 11,687 1,037 10%
Others 1.63 6,649 2,793 10.00 Ton 23.81 66,490 10.50 Ton 25.00 69,803 3,313 5%
Sub-total 77,068 32,369 708,863 776,624 67,761 10%
Cotton 1.25 5,783 2,429 4.96 Ton 11.81 28,684 5.06 Ton 12.04 29,243 559 2%
Maize 1.73 54,366 22,834 23.65 Ardeb 7.88 180,006 24.64 Ardeb 8.21 187,571 7,565 4%

夏作 Soyabean 1.73 2,420 1,016 1.30 Ton 3.10 3,146 1.35 Ton 3.23 3,278 132 4%
および Sugar Cane 1.63 533 224 49.00 Ton 116.67 26,117 50.88 Ton 121.14 27,119 1,002 4%
ニリ作 Summer Vegetable 3.60 8,214 3,450 8.60 Ton 20.48 70,640 9.24 Ton 21.99 75,878 5,238 7%

Nili Vegetables 3.60 1,483 623 12.00 Ton 28.57 17,796 12.89 Ton 30.69 19,116 1,320 7%
Others 1.63 12,818 5,384 12.00 Ton 28.57 153,816 12.46 Ton 29.67 159,716 5,900 4%

Sub-total 85,617 35,959 480,205 501,921 21,716 5%
162,685 68,328 1,189,068 1,278,546 89,477 8%合計

（灌漑と無灌
漑の場合の単
位収量の比
率）

区分

冬作

項目
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④ 事業実施前後の農業生産額の変化（単位:LE/年） 

 

 

 

59百万 LE(農産物増産による増額)⇒1,243百万円 

灌漑用水 1MCM当りの農業生産増加額：1,243百万円÷52.2 MCM/年＝23.8百万円 

 

 

事業実施前 事業実施後 差額 増額率
(LE) (LE) (LE) （％）

農業生産額

冬作 446,256,437 482,365,133 36,108,696 108%
夏作およびニリ作 480,684,254 503,795,229 23,110,975 105%
合　　計 926,940,691 986,160,362 59,219,672 106%

項目
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交通量調査結果

調査位置

通行車輌種別 西→東 東→西 計 西→東 東→西 計
1 トラック 352 543 895 468 259 727
2 軽トラック 577 643 1,220 608 537 1,145
3 バス 164 145 309 107 127 234
4 普通乗用車 174 186 360 163 122 285
5 トラクター 141 172 313 143 107 250

1～5合計 1,408 1,689 3,097 1,489 1,152 2,641
6 オートバイ 256 261 517 222 196 418
7 馬車 103 101 204 76 78 154
8 自転車 201 250 451 204 187 391
9 動物 169 211 380 175 110 285

6～9合計 729 823 1,552 677 571 1,248
10 人間 318 452 770 425 275 700

 

普通乗用車換算と将来予測台数
検討位置

現況
平日の24時間 普通乗用車換算率普通乗用車換算 将来倍率 将来台数

通行車輌種別 （台） （台） （台）
1 トラック 895 1.5 1,343 1.2 1,620
2 軽トラック 1,220 0.8 976 1.2 1,180
3 バス 309 1.9 587 1.2 710
4 普通乗用車 360 1.0 360 1.2 440
5 トラクター 313 1.9 595 1.2 720

1～5合計 3,097 3,860 4,700
6 オートバイ 517 517
7 馬車 204 204
8 自転車 451 451
9 動物 380 380

6～9合計 1,552 1,600
10 人間 770 800

検討位置
現況

休日の24時間 普通乗用車換算率普通乗用車換算 将来倍率 将来台数
通行車輌種別 （台） （台） （台）

1 トラック 727 1.5 1,091 1.2 1,310
2 軽トラック 1,145 0.8 916 1.2 1,100
3 バス 234 1.9 445 1.2 540
4 普通乗用車 285 1.0 285 1.2 350
5 トラクター 250 1.9 475 1.2 570

1～5合計 2,641 3,211 3,900
6 オートバイ 418 418
7 馬車 154 154
8 自転車 391 391
9 動物 285 285

6～9合計 1,248 1,200
10 人間 700 700

備考：
1 トラック（大型、中型とも）の普通乗用車換算率は『2トントラック以下』を採用。
2 計画の将来倍率は本邦における平均値（10年後、1.0～1.4の中間地）を採用。
3 普通乗用車換算率、将来倍率とも『設計基準・農道』を参照。
4 将来台数および人数などは100台（あるいは100人）単位に整理している。

Saft El Gharbia （ダハブ堰下流約7km地点）
対象日、通行方向 平日の24時間（台） 休日の24時間（台）

現況あるいは計画 計画

Saft El Gharbia （ダハブ堰下流約7km地点）
現況あるいは計画 計画

Saft El Gharbia （ダハブ堰下流約7km地点）
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